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はじめに 

 

 

 

これまで、「新型インフルエンザ及び鳥インフルエンザに関する関係省庁対策会議」

などの公的機関により「新型インフルエンザ対策ガイドライン」等の整備が行われ、

具体的な対策も着実に進捗している。しかしながら、混雑により感染拡大を助長する

おそれの大きい通勤電車等での人員輸送のあり方に関しては、重要な課題の一つと指

摘されているものの議論が十分に整理されていない。 

 

 平成 21 年に弱毒性の豚由来の新型インフルエンザ（A/H1N1）が流行したが、感染

力が強く致死率が非常に高くなることを想定している強毒性の鳥由来の新型インフル

エンザが大流行する可能性は依然として存在する。本調査は社会的影響の格段に大き

い強毒性の新型インフルエンザを念頭においたものである。 

 

本調査は、国立感染症研究所及び警察政策研究センターの協力を得て、都市鉄道の

混雑度の抑制により新型インフルエンザの感染を相当程度抑える対策の実現可能性と

効果を検証することを目的としたものである。 

 

実際に本調査では、既存統計を用いて鉄道の旅客流動量を把握し、車両実験を行っ

て検証した車両タイプ別の抑制乗車人数を用いて、路線別区間別時間帯別に抑制輸送

人員を算定した。また、輸送人員抑制策が感染拡大抑制にどれ程効果があるのかを検

証するとともに、その時の通勤流動、昼間人口等を推計した。 

 

さらに、この結果をもとに、このような抑制された輸送に対して、企業が自主通勤

計画を策定することができるか等についてアンケート調査を実施し、輸送人員抑制策

が実現できるのかを検証することができた。 

 

本調査の実施に当たっては、アドバイザーとして長谷川雅行氏（(社)日本経済団体

連合会）、岡山英弘氏（日本商工会議所）、上田裕子氏、小堺浩氏（以上、東京商工

会議所）、山本雅司氏（(株)損保ジャパン・リスクマネジメント）、北澤一保氏（(株)

あいおいリスクコンサルティング）、矢代晴実氏（東京海上日動リスクコンサルティ

ング(株)）、林智也氏（東日本旅客鉄道(株)）、関根昌裕氏（東京地下鉄(株)）、室

星健氏（東京都交通局）、杉山武司氏（京浜急行電鉄(株)）、宇賀神博氏（東武鉄道(株)）

及び福村直登氏（(財)鉄道総合技術研究所）、またオブザーバーとして伊藤善典氏（内

閣官房副長官補付）、難波吉雄氏（厚生労働省健康局）、齋藤實氏（東京都総務局）、

小林圭治氏（日本民営鉄道協会）、船戸裕司氏（(社)日本バス協会）及び吉村幸治氏

（(社)全国乗用自動車連合会）にご協力をいただいた。ここに記して感謝の意を表し

たい。 

 



 

  

本調査の結果が新型インフルエンザ対策において、広く社会的に議論することに役

立ち、政策的な議論を深めるための一助として活用されることとなれば幸いである。 
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通勤時の新型インフルエンザ対策に関する調査研究（首都圏）（概要） 

 
 

これまで、「新型インフルエンザ及び鳥インフルエンザに関する関係省庁対策会議」

などの公的機関により「新型インフルエンザ対策ガイドライン」等の整備が行われ、

具体的な対策も着実に進捗している。しかしながら、混雑により感染拡大を助長す

るおそれの大きい通勤電車等での人員輸送のあり方に関しては、重要な課題の一つ

と指摘されているものの議論が十分に整理されていない。 

 「新型インフルエンザ対策行動計画」における対策の基本方針としては、以下の 2

点を主たる目的として掲げている。 

１． 感染拡大を可能な限り抑制し、健康被害を最小限にとどめる 

２． 社会・経済を破綻に至らせない 

これら 2 点の要請は、まさに、高度に発達した都市鉄道ネットワークの利便性に

支えられて都市機能が集積している大都市において、通勤鉄道の混雑を一時的にで

も大幅に緩和するという非常に難しい問題への賢明な対処の必要性を示すものであ

る。このため、本調査研究に着手したが、危機管理の観点からは、危機が現実化す

るときの損害が最も大きい場合を具体的に想定して議論しておくことが、いざとい

うときに社会的パニックを回避する対策の策定につながるものであると考え、本調

査研究では、社会的影響の格段に大きい強毒性の新型インフルエンザを念頭におい

て、我が国で最も社会経済機能が集中し、人口密度が高い東京都心部を対象エリア

とした。 

 新型インフルエンザ対策については、社会システムを緊急・臨時的に大きく変え

ることが必要になるものと考えられるので、議論の収斂は相当難しいが、本調査で

示した推計または予測の数値が、今後、広く社会的に議論することに役立ち、実効

性のある対策の樹立につながるものと期待して、本調査を行った。 

 

 

 
 

◎路線別・区間別・時間帯別の輸送人員と抑制輸送人員との比を算出 

◎インターネットアンケート調査も踏まえて、首都圏への流入・流出人口、昼夜間人口を予測 

◎担当行政機関、交通事業者、経済関係団体等に結果を提示 

社会全体として不要不急の外出自粛や 

企業等の事業活動の絞込と自主的な通勤対策 

都市経済活動の縮小に 

対応した企業活動 
自主的な通勤対策 

高度な都市鉄道ネットワークに支えられた首都圏 

の鉄道輸送をどうするか？ 

抑制輸送力で輸送 

飛沫感染防止のため、各乗客間に１～２ｍの間隔を確保 

企業等の対策策定に役立つデータの提供を目的とする調査 

感染拡大を抑止しつつ最低限の 

社会経済活動を維持していくことが必要

新型インフルエンザの発生 

 

趣旨 
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１．調査の趣旨 

 

新型インフルエンザ対策については、「新型インフルエンザ及び鳥インフルエンザに

関する関係省庁対策会議」などの場で「新型インフルエンザ対策ガイドライン」等の整

備が行われ、具体的な対策も着実に進捗している。しかしながら、混雑により感染拡大

を助長するおそれの大きい通勤電車等での人員輸送のあり方に関しては、重要な課題の

一つと指摘されているものの議論が十分になされていない。 

「新型インフルエンザ対策行動計画」には、対策の基本方針として以下の 2 点が掲げ

られている。 

① 感染拡大を可能な限り抑制し、健康被害を最小限にとどめる 

② 社会・経済を破綻に至らせない 

これら 2 点の要請は、まさに、高度に発達した都市鉄道ネットワークの利便性に支え

られて都市機能が集積している大都市において、鉄道の混雑度を一時的にでも大幅に緩

和するという非常に難しい問題への賢明な対処の必要性を示すものである。 

本調査においては、鉄道の抑制輸送力を算出する際に、感染拡大を防止すべく、乗客

相互の間隔を 1m または 2m 空けて輸送することを想定した。 
調査手順としては、まず既存統計を用いて鉄道の現状輸送人員を把握し、次に車両

実験を行って検証した車両タイプ別の抑制乗車人数を用いて、路線別区間別時間帯別に

抑制輸送力を算定した。また、鉄道車両内での感染防止が全体の抑制にどれ程効果があ

るのかを検証するために国立感染症研究所にシミュレーションを依頼した。 
次に、事業者アンケートを実施し、新型インフルエンザ対応の事業継続計画（BCP）

策定状況を把握するとともに、算定した路線別区間別時間帯別の抑制輸送力をもとに、

企業が自主通勤計画を策定することができるか等について調査を実施した。 
新型インフルエンザ対策については、社会システムを緊急・臨時的に大きく変える

ことが必要になるものと考えられるので、議論の収斂は相当難しいが、本調査で示した

推計または予測の数値が、今後、広く社会的に議論することに役立ち、実効性のある対

策の樹立につながることを期待するものである。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪調査体制≫ 

 

調査協力機関 

  国立感染症研究所感染症情報センター、警察政策研究センター 

 

アドバイザー 

   日本経済団体連合会、東京商工会議所、リスクマネジメントコンサルティング会社

交通事業者、（財）鉄道総合技術研究所等 

 

オブザーバー 

   国（内閣官房、厚生労働省、国土交通省（参事官（危機管理担当）、鉄道局）、 

  関係自治体（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、横浜市、川崎市、さいたま市、 

千葉市の 8 都県市の代表）等 
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２．調査研究フロー 

 
アウトプットの算出フローを以下に示す。 

 
図表-１ 研究アウトプット算出フロー 

 

 
 
 
 
 

路線別区間別時間帯別通勤流動

の実態把握 

首都圏の鉄道利用者の流動実態把握

乗客の間隔を１～２ｍ確保した場合の
抑制輸送力・抑制輸送人員について

 
抑制輸送力の机上検討 

車両実験による検討 

路線別区間別時間帯別縮減率の設定

縮減率=抑制輸送力／現状輸送人員

パンデミック時の通勤状況等の把握 
（インターネットアンケート調査） 

夜間人口の変化を把握 

都心部昼間人口の変化を把握 

鉄道から他モードへの転換を把握 

鉄道から他モードへ

の転換率 

①夜間人口の変化 

②都心部への鉄道通勤者の推計 

③昼間人口の変化（都心部の通勤者） 

鉄道車両内での感染防止効果を

シミュレーションにより検証 

検証

・ パーソントリップ（PT）データ 

・ 大都市交通センサス 

パンデミック時の通勤流動の推計 

対策効果検証シミュレーション 
（感染研） 

 事業継続計画（BCP）の策定状況、抑制輸送力に対して企業が自主通勤計画 
を策定できるか等についてアンケート調査を実施 

パンデミック時疎開率 

パンデミック時出勤率 

パンデミック時交通機関転換率 

出勤率 

疎開率 

課題を整理 
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３．調査結果 

 
（１）首都圏の鉄道利用者の流動実態 

① 把握方法 

首都圏への鉄道利用者の通勤・通学流動が路線別に把握されている国土交通省「平

成 17 年大都市交通センサス首都圏報告書」と鉄道利用者の全体像（全目的の利用者）

を把握するために、通勤・通学以外のその他の目的（業務、私事、帰宅目的）も把握

されている東京都市圏交通計画協議会「平成 10 年東京都市圏ＰＴ調査報告書」を利

用した。 
 

② 結果 

・ 路線別区間別時間帯別に鉄道利用者の流動実態を整理した。 
例：東海道線上り方面の 8 時台の輸送人員 
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（２）抑制輸送人員の考え方 

インフルエンザウィルスの感染経路には、人の咳やくしゃみ等による「飛沫感染」が

あり、飛沫の到達距離は空気中で 1～2m とされ、「対人距離を保持すること」が個人や

事業者が実施できる最も重要な対策とされている（「新型インフルエンザ対策ガイドラ

イン（平成 21 年 2 月）」）。 
新型インフルエンザの感染拡大を抑制するため、列車内で乗客相互の間隔を保って乗

車、着席することとすると、通常時の輸送人員が抑制される。本調査では、車内で各乗

客の間隔を 1～2m 保持した場合の抑制輸送力を、机上及び車両実験の結果を踏まえて

積算した。 
抑制輸送人員の算出は、次の 2 段階の過程を踏んで計算した。 
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① 区間別・時間帯別に抑制輸送力を算出 

 

図表-2 路線のある区間での時間帯別縮減率のイメージ 

時

６ ７ ８ ９           10           11          12          13

抑制輸送力

通常時の輸送人員
（通勤者）

 
② 抑制輸送力を超える時間帯について、時差通勤を考慮して輸送できる人員を計算 

 

図表-3 路線のある区間での時差通勤へのシフトのイメージ 
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（３）車両実験による検証 

① 趣旨 

新型インフルエンザ大流行時の首都圏の鉄道輸送において、乗客相互の間隔を空け

た乗車を行うことを想定し、車両内の人数、配置をまず図面において設定した。 
本実験は、実車両を用いて実際の乗降を行うことにより、図面上の設定を現実に適

用する際の状況を確認するため、乗客間の距離、乗車・降車の分かりやすさに関する

実測データを取得した。 
 

② 実験の様子 

（乗客相互 1m 間隔）             （乗客相互 2m 間隔） 

  
 

③ 結果 

・ 乗降時、厳密に 1m、2m の間隔を保つのは難しい。 
・ 行動ルールの「1 つおき着席」は、乗客が理解しやすく、乗客相互の間隔はほぼ

1m を確保できる。しかし、最初に着席した人の位置によっては、後の人がとま

どう場面もある。 
・ 行動ルールを円滑に実行するためには、適切な分かりやすい説明が必要。 
・ 車両内では、乗客同士の譲り合い・思いやりが必要。 

 
④ 車両実験を踏まえた行動ルール （抑制輸送力算出の前提条件の設定） 

車両実験の結果、事前に検討した行動ルールについては、1 車両当たりの乗客数に

変更はなかったが、各乗客の間隔を 2m にした場合は、座りやすくするため、乗客位

置をシートの端からの着席に変更した。また、乗降時間については、運行本数は通常

時と同様と想定することとした。 
 

1m 間隔     20m 車両 1 車両当たり：40 人   18m 車両 1 車両当たり：34 人 
2m 間隔     20m 車両 1 車両当たり：18 人   18m 車両１車両当たり：18 人  
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（４）インターネットアンケート調査結果 

① 趣旨 

新型インフルエンザの大流行時（パンデミック）の通勤流動を推計するに当たり、

東京都心に通勤している人がどのような行動をとるか等、その意識・行動を把握する

ためにインターネットアンケート調査を実施した。 
 

図表-4 インターネットアンケート調査概要 

 
 
 
 
 
 
 
② 結果 

・ 「新型インフルエンザ」及び「新型インフルエンザ・パンデミック時の状況」に

ついて、それぞれ 67%、59%の人が認知しており、そのうち、概ね 6 割の人が「テ

レビの報道」から認知したと回答した。 
・ 新型インフルエンザ・パンデミック時に「一時的に移動・転居させる」とした人

の割合は 13%であった。内訳は、都心への通勤者本人が「一時的に移動・転居す

る」との回答が 3%、家族を「一時的に移動・転居させる」とした人が 10%であ

伝達の有効な手段 

 
平成 21 年 1 月 30 日～2 月 10 日 

 
2,651 サンプル 

 

首都圏居住の就業者で 
勤務先が山手線内にある人 

（首都圏：PT 調査の対象範囲） 

調 査 項 目 

問 1～8. 個人属性 

把 握 項 目 

個人属性の把握 

新型インフルエンザについての認知度 

問 10. 世帯について（全員が対象） 夜間人口の把握 

問 9. 新型インフルエンザ・パンデミック 
の認知度について 

通勤していない人 通勤している人 

問 11. 通勤について 

問 12. テレワークについて テレワークの導入状況 

問 13. パンデミック時の出勤について 
パンデミック時の出勤率 

問 15. パンデミック時の行動について 

調査対象者 調査規模 調査期間 

通勤していない人の行動 

ルールの必要性 

ルール伝達の有効な手段 

パンデミック時の鉄道からの転換率 

問 14. 電車利用時のルールについて 
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った。 
・ 新型インフルエンザ・パンデミック時に「出勤する」と回答した人は 75%、「出

勤しない」と回答した人は 25%であった。 
・ テレワークが導入されている事業者の従業員は、「出勤しない」と回答した人が

44%、テレワークが導入されていない事業者の従業員は、「出勤しない」と回答し

た人が 23%である。 
・ 現在通勤している人のうち、主要な通勤手段を「鉄道」と回答した人が 90%であ

り、そのうちの 6%が新型インフルエンザ・パンデミック時に鉄道以外の交通機関

に交通手段を変えると回答した。 
・ 鉄道利用時の行動ルールが必要と回答した人は 88%であった。その内訳は、30%

の人が「社会全体がルールに従って行動できると思う」と回答し、他は「ルール

は必要としても不安が残る」としている。 
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（５）通勤流動の推計 

① 方面別通勤流動の推計 

対象エリア（山手線内エリア）への鉄道を利用した通勤流動について、インターネ

ットアンケート調査結果及び抑制輸送力から推計した。 
大都市交通センサス（平成 17 年）によると、山手線内エリアへの通勤流動は 1 日

300 万人となっている。 
インターネットアンケート調査により把握した通勤者の一時的な移動・転居、出勤

に関する意向をもとにパンデミック時の通勤流動を計算したところ、山手線内エリア

への通勤流動は 197 万人となった。一方、路線別区間別時間帯別縮減率を用い、路線

別に最大縮減区間の縮減率を適用して抑制輸送力を算定し、抑制輸送力で輸送可能な

山手線内への流入を算出したところ、山手線内への通勤流動は 96 万人となった。 
 

図表-5 パンデミック時の鉄道を利用した通勤流動の推計（方面別） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

→２８万人 

その他：３６万人→２４万人

          →１５万人

東北線、常磐線方面 

１０１万人→６６万人 

東海道線、京浜東北線方面 

中央本線方面 

７８万人→５１万人 

総武線方面 

３４万人→２２万人 

【対象エリア】 山手線内エリア

流入者 

３００万人 

１９７万人 

９６万人 

５２万人→３４万人 

→１７万人 

→１２万人 

       →２４万人 

（通常時） 

（通勤者の意識
：ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｱﾝｹｰﾄ調査結果による推計） 

（通勤者を抑制輸送人員とした場合：１m 間隔） 

【凡例】 

（通常時）→（通勤者の意識 

：ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｱﾝｹｰﾄ調査結果による推計） 
→（通勤者を抑制輸送人員とした場合 

：１m 間隔） 

路線・方面名 

中央線方面 

総武線方面 

東海道線、京浜東北線方面 

東北線、常磐線方面 

パンデミック時の鉄道を利用した通勤流動 （通勤者の意識：インターネットアンケート調査結果による推計） 

＝ 現状の鉄道を利用した通勤流動×（１－移動・転居率）× 出勤率 ×（１－他モードへの転換率） 
パンデミック時の鉄道を利用した通勤流動 （通勤者を抑制輸送人員とした場合） 

＝ 現状の鉄道を利用した通勤流動 × 縮減率    注）縮減率＝抑制輸送力／通常時の輸送人員 

                                                      この推計は時差通勤も前提にしたものである。   
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② 通勤流動の推計（全体） 

パンデミック時の都心への通勤者は、インターネットアンケート調査結果から通常

時の 66%に減少すると推計される。一方、抑制輸送人員は、1m 間隔の場合に現状輸

送人員の 32%、2m 間隔の場合に 18%となる。 
また、「新型インフルエンザ対策ガイドライン」の「事業者・職場における新型イン

フルエンザ対策ガイドライン」では、最大 40%程度の欠勤率が想定されている。鉄道

会社の職員が 40%程度欠勤し、輸送力が半減すると仮定すると、上記都心への輸送力

もさらに半減することとなり、1m 間隔の場合に現状輸送人員の 16%、2m 間隔の場

合には 9%となる。 
 

図表-6 パンデミック時の鉄道を利用した通勤流動の推計（全体） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

注）この推計には時差通勤による分散も織り込んでいる。 

 
 
 
 
 
 

通常時山手線内通勤者 

３００万人

１９７万人

（現在の６６％に減少）

９６万人

（現在の３２％に減少）

パンデミック時

通勤者の意識
（インターネットアンケート調査結果による推計）

（１ｍ間隔）

現 在 

５３万人
（現在の１８％に減少）

４８万人

（現在の１６％に減少）

通勤者を抑制輸送人員とした場合

（１ｍ間隔） 

２７万人 
（現在の９％に減少） 

パンデミック時 
鉄道会社の職員が 

４割欠勤した場合 

【輸送力半減と仮定】

 

通勤者を抑制輸送人員とした場合

（２ｍ間隔）

通勤者を抑制輸送人員とした場合

（２ｍ間隔） 

＞

通勤者を抑制輸送人員とした場合
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③ パンデミック時の昼間人口の推計 

山手線にかかる区（千代田区、中央区、港区、新宿区、文京区、台東区、品川区、

目黒区、渋谷区、豊島区、北区、荒川区）のパンデミック時の昼間人口を推計した。 
通常時 601 万人の昼間人口が、パンデミック時には 1m 間隔の場合に 284 万人と現

在の 47%となり、2m 間隔の場合に 237 万人と現在の 39%となる。 
さらに、鉄道会社の職員が約 4 割欠勤する場合には、1m 間隔の場合に 230 万人と

現在の 38%となり、2m 間隔の場合に 207 万人と現在の 34%となる。 
 

図表-7 パンデミック時の昼間人口の推計 

 

 

現状の運行体制を前提とした場合 

２ｍ間隔 

237 万人（152 万人） 

１ｍ間隔 

284 万人（199 万人） 

現状 

601 万人（437 万人） 

通勤者の意識 

438 万人（353 万人） 

※（）内は従業者数 

鉄道会社の職員が 

４割欠勤した場合 

（輸送力半減と仮定） 

２ｍ間隔 

207 万人（121 万人） 

１ｍ間隔 

230 万人（145 万人） 

現状 

601 万人（437 万人） 

通勤者の意識 

438 万人（353 万人） 

※（）内は従業者数 

注１）この通勤流動の推計は時差通勤も前提にしたものである。

注２）山手線にかかる区（千代田区、中央区、港区、新宿区、文京区、台東区、品川区、目黒区、

渋谷区、豊島区、北区、荒川区）における人口推計である。 
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（６）鉄道輸送人員抑制による新型インフルエンザ感染拡大抑制効果評価 

シミュレーション 

このシミュレーションは、鉄道における抑制輸送の効果を評価するため、国立感染症研

究所が本調査の一環として協働して実施したものである 

 

①シミュレーションのシナリオ 

外国での感染したケースを例にとり、その後の経過を以下のとおり想定した。 

 

第 1 日 初発例が外国で感染 

第 3 日 帰国、帰宅後（八王子）感染性を持つ 

第 4 日 出社（丸の内）、発症 

第 5 日 国際医療センターに受診、東京都健康安全研究センターで検査診断 

第 6 日 公表 

第７日 対策実施  （第 14 日からの対策実施についても検討） 
 
②シミュレーションの条件設定 

・感染拡大防止対策 

①学校の休校、②患者家族の自宅隔離・予防投薬実施を実施することとして、③鉄道

輸送人員の抑制については乗車率の条件を変更して実施した。 

これら 3 つの対策については、初発例の感染 7 日目あるいは 14 日目から開始する 2

ケースを想定した。 

・感染の条件 

鉄道輸送において「対策あり」の場合は電車内での感染はないと仮定した。 

また、家庭や職場などその他の場所においては、東京都市圏パーソントリップ調査（平

成 11 年）のデータに感染確率を当てはめて実施した。 

・鉄道輸送人員の抑制 

輸送定員に対する抑制乗車人員の比率（乗車率）を、30%、20%及び 10%の 3 パター

ンとした。 
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③シミュレーションの結果 

次の 5 ケースについてシミュレーションを行った結果、いずれのケースにおいても、電

車内での感染がないものとすれば、感染拡大は大きく抑制されることが明らかとなった。 

 
図表-8 鉄道輸送人員抑制時の有病率 

 
 

 
 
 
 

ｹｰｽ

鉄道輸送の
対策

③

あり＋

乗車率30％

あり＋

乗車率10％

あり＋

乗車率20％

なし

対策
開始日

ピーク時
有病率(％)

ピーク

① － 20.9261 24日目

② 7日目 0.8181 30日目

14日目 5.4677 17日目

④ 7日目 0.3350 31日目

⑤ 7日目 1.6797 29日目

ｹｰｽ

鉄道輸送の
対策

③

あり＋

乗車率30％

あり＋

乗車率10％

あり＋

乗車率20％

なし

対策
開始日

ピーク時
有病率(％)

ピーク

① － 20.9261 24日目

② 7日目 0.8181 30日目

14日目 5.4677 17日目

④ 7日目 0.3350 31日目

⑤ 7日目 1.6797 29日目
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青 ： ①鉄道輸送の対策なし

＜鉄道輸送の対策あり＞
緑 ： ②乗車率20%（ 7日目から）
赤 ： ③乗車率20%（14日目から）
水色： ④乗車率10%（ 7日目から）
紫 ： ⑤乗車率30%（ 7日目から）

初発例感染後の日数

有
病
率
（％
）
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青 ： ①鉄道輸送の対策なし

＜鉄道輸送の対策あり＞
緑 ： ②乗車率20%（ 7日目から）
赤 ： ③乗車率20%（14日目から）
水色： ④乗車率10%（ 7日目から）
紫 ： ⑤乗車率30%（ 7日目から）

初発例感染後の日数

有
病
率
（％
）

0
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（７）事業者アンケート調査結果 

① 調査概要 

    新型インフルエンザの大流行時（パンデミック）に事業者が事業の継続についてどの

ように対処しようとしているのかを把握し、これをもとに鉄道による通勤者数が現状に

対してどの程度の割合となるかを推計するために、事業者アンケートを実施した。 

平成 21 年に弱毒性の豚由来の新型インフルエンザ（A/H1N1）が流行したが、感染

力が強く致死率が非常に高くなることを想定している強毒性の鳥由来の新型インフル

エンザが大流行する可能性は依然として存在する。本調査は、社会的影響の格段に大き

い強毒性の新型インフルエンザを念頭においたものである。（注） 

東京商工会議所にご協力いただき、JR 山手線内の 5,000 事業者に調査票を配布し、

1,312 事業者から回答を得た（回収率 26%）。 

なお、参考とする路線別区間別時間帯別縮減率は、国土交通省国土交通政策研究所ホ

ームページ（http://www.mlit.go.jp/pri/adobaizari/index.html）「新型インフルエンザ・

パンデミック対策としての都市交通輸送人員抑制策の有効性の検討及び実施シミュレ

ーションに関する調査研究」の第 2 回アドバイザー会議（平成 21 年 4 月 13 日）参考

資料に掲載している。 

 

（注）調査票の配布・回収を平成 21 年 4～5 月に行っているため、強毒性の新型インフル

エンザを想定した回答になっているものと考えられる。 

 

② 結果 

・BCP（事業継続計画）等策定の有無 

新型インフルエンザの大流行に備えた BCP（事業継続計画）やガイドライン等を

策定している事業者は 7%、今後策定予定の事業者は 26%であった。これを従業員数

ベースでみると、BCP 等を策定している事業者で働く従業員数は全体の 47%、今後

策定予定の事業者で働く従業員数は 28%であった。 

従業員数の多い事業者ほど、BCP（事業継続計画）等を策定している割合が高い。 

・事業規模の縮小 

パンデミック時の事業規模の縮小については、BCP 等を策定している事業者の中

では 1 割に縮小するとの回答が 24%と最も多く、5 割に縮小が 13%、3 割に縮小が

12%であった。今後策定予定の事業者では、5 割に縮小するとの回答が 20%で最も多

かった。 

・事業規模の縮小期間 

BCP 等を策定している事業者の 20%が 1 ヶ月、47%が 2 ヶ月の事業縮小を想定し

ている。今後策定予定の事業者も 33%が 1 ヶ月、38%が 2 ヶ月の期間を想定してい

る。 
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・従業者数の縮小 

従業者数については、概ね事業規模の縮小割合に応じて絞り込むとしている。BCP
等を策定している事業者における従業者の縮小規模は、平均 34%という結果になっ

ている。 

・事業所毎通勤計画 

当研究所が算出した鉄道の路線別区間別時間帯別の抑制輸送力を用いて「事業所毎

通勤計画」を作成することについては、「作ることができる」と回答した事業者が 20%、

「目安として活用する」との回答が 60%であった。 
・事業継続可能性 

通勤可能な人数が現在の 3 割になると仮定した場合、事業を「継続できる」と回答

した事業者は 27%、「継続できない」との回答が 26%、「継続できるかどうかわから

ない」が 46%であった。 

  通勤可能な人数が現在の 1 割になると仮定した場合、事業を「継続できる」と回答

した事業者は 12%、「継続できない」が 53%、「継続できるかどうかわからない」と

の回答が 32%であった。 

・要望 

新型インフルエンザ対策に関する要望等についての自由記述では、「国・行政の対

策、指導」（155 社）、「医療品、医療体制」（137 社）、「正確な情報の提供」（118 社）

を求める意見が多かった。 
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４．まとめ 

 
（１） 通勤従業者数の推計 

BCP 等において事業の縮小を定めている事業者が、パンデミック時に上記アンケー

ト調査結果のとおりに出社人数を絞り込むと仮定して、その他の事業者（従業者数の

縮小を定めていない事業者）の対応を 3 つの想定に分け、通勤者数の現状に対する割

合を推計すると、 

 

<ｹｰｽ 1> 事業の縮小を定めていない事業者が、出社人数の絞り込みを全く行わない場

合（全員出勤させる）             現状の 67% 

<ｹｰｽ 2> 事業の縮小を定めていない事業者が、従業員数の 75%（当研究所が山手線内

に勤務先がある人を対象に行ったアンケート調査において、出勤すると回答

した割合）を出社させると仮定した場合 現状の 52% 

<ｹｰｽ 3> 事業の縮小を定めていない事業者が、定めている事業者と同様の割合（34%）

で出社人数の絞り込みを行うと仮定した場合  現状の 34% 

 

（２） 抑制輸送人員の推計    

電車内での感染を防止することが感染拡大を大きく抑制する効果があることは、国

立感染症研究所のシミュレーションによっても明らかにされている。 

一方、鳥由来新型インフルエンザ（A/H5N1）等のいわゆる「強毒性」の新型インフ

ルエンザの感染を通勤時（注）に防止するために鉄道車両内で乗客相互の間隔を 1m 確

保すると、現状の通勤輸送実績に対する抑制輸送人員の割合は 32%となり、鉄道事業

者の従業員の 4 割が欠勤することにより運行本数が半減すると、16%になる。 

鉄道車両内で乗客相互の間隔を 2m 確保すると、現状の通勤輸送実績に対する抑制

郵送人員の割合は 18%となり、鉄道事業者の従業員の 4 割が欠勤することにより運行

本数が半減すると、9%になる。 

（注）不要不急の外出自粛、学校の休校を想定しており、本調査では通勤者のみを対象と

している。 
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（３） 考察 

鳥由来新型インフルエンザ（A/H5N1）等の「強毒性」の新型インフルエンザの大

流行を想定した場合、上述「（１）及び（２）推計」によれば、アンケート調査結果

から推計される通勤従業者数と乗客相互の間隔を保持した場合に計算される抑制輸

送人員との間に大きな差が生じる試算結果となっている。 

いわゆる「強毒性」の新型インフルエンザの感染拡大防止のためには、「住民に対

し、可能な限り外出を控えるよう要請」「学校、通所施設等の設置者に対する臨時休

業及び入学試験の延期の要請」「事業者に対し、不要不急の業務を縮小するよう要請」

すること等が必要であり、このことは新型インフルエンザ及び鳥インフルエンザ等に

関する関係省庁対策会議「新型インフルエンザ対策行動計画（平成 21 年 2 月改定）」

にも盛り込まれている。その一方で、鉄道事業者を含む公共交通機関の側が乗車制限

を行うことは困難である。 

以上を踏まえると、都心部における社会活動の種々の場面でいわゆる「強毒性」の

新型インフルエンザの感染を防止するためには、社会全体の取り組みとして、社会・

経済を破綻に至らしめない範囲で通勤総需要を含めた社会活動の縮小を覚悟せざる

を得ない。 

このため、具体的には事業者による事業規模の縮小、在宅勤務（テレワーク等）、

時間帯を大幅に広げた時差通勤、一時的なシフト制勤務の実施等を含む、いわゆる「強

毒性」新型インフルエンザを想定した BCP の策定を社会全体で進めるべきである。 

新型インフルエンザ対応の BCP 等を未策定の事業者においては、できるだけ多く

の事業者が事業規模の縮小を含めた計画作りを進めるべきであるし、既に策定してい

る事業者においても、BCP の有用性を検証して必要な場合には見直しを行うべきで

ある。 

このような事業者としての取り組みや鉄道事業者の輸送力の確保等に向けた取り

組みとともに、発症が疑われる場合には自宅に留まるという個々人の対処とそれを容

認する事業者の姿勢、社会の理解が重要であろう。 
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首都圏の鉄道利用者の流動実態把握 

 

 

（１）趣旨 

首都圏への鉄道利用者の流動実態を把握した。 
対象エリアは山手線内エリアとする（図表-1.2 参照）。 
 

（２）把握方法 

首都圏への鉄道利用者の通勤・通学流動が路線別に把握されている「大都市交通センサ

ス」を用いた。また、鉄道利用者の全体像（全目的の利用者）を把握するために、通勤・

通学以外のその他の目的（業務、私事、帰宅目的）が把握されている「PT 調査」を活用し

て把握した。 
図表-1.0 鉄道利用者の流動実態の把握方法 

 

 
（３）結果 

・ 路線別時間帯別区間別に鉄道利用者の流動量実態を整理した。 

・ 首都圏の通勤流動は、7～10 時台が多く、ピークは 8 時台、9 時台である。 

 
・例：東海道線上り方面の 8 時台の輸送人員 

8時台
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（１） 流動把握方法の検討 

 

対象エリア（山手線内エリア）への鉄道を利用した流動実態について、統計データを用

い、路線別区間別時間帯別に把握する。 
 

① 各統計データの特徴 

交通流動を扱う主要な統計データには、「大都市交通センサス」、「PT 調査」及び「国

勢調査」があり、各統計データは図表-1.1に示す特徴を持っている。 
 

図表-1.1 各統計データの特徴 

統計調査 実施年 

把握している

交通行動（目

的） 

メリット デメリット 

大都市交通

センサス 

5 年に一度実施 

最新年：H17 年 

通勤 

通学 

（帰宅） 

通勤、通学及びそ

の帰宅について、

路線別、時間帯別

に把握できる。 

業務及び私事につ

いて、通勤者の二次

トリップ（例：帰宅

に付随する私事ト

リップ）しか把握で

きない。 

PT 調査 
10 年に一度実施 

最新年：H10 年 

通勤 

通学 

業務 

私事 

（帰宅） 

全目的について、

交通機関別、時間

帯別に把握でき

る。 

鉄道利用者の利用

経路（利用路線）が

把握できない。 

国勢調査 
10 年に一度実施※ 

最新年：H12 年 

通勤 

通学 

通勤及び通学につ

いて、交通機関別

に把握できる。 

鉄道利用者の利用

経路（利用路線）が

把握できない。 

通勤及び通学以外

について把握でき

ない。 

※国勢調査は 5 年に一度実施されるが、通勤及び通学についての把握は 10 年に一度実施される。 
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図表-1.2 対象エリア 

 



 

1-4 
 

 

② 把握方法の設定 

各統計データの特徴を踏まえ、「大都市交通センサス」及び「PT 調査」の原データ※

を用い、鉄道利用者の流動を以下の手順で整理する。 
※「大都市交通センサス」では「マスターデータファイル」の「.平成 17 年鉄道定期券・普通券等利用

者調査（トリップ分解後）」を、「PT 調査」では「トリップデータ」を使用する。 

 

（i） 「大都市交通センサス」のデータを用い、鉄道利用者の都心方面への通勤、通学

流動（都心方面からの流出流動に対しては帰宅流動）を路線別区間別時間帯別に

整理。（1-5 ページ参照） 
 

（ii） 業務及び私事を含む全目的についての流動を把握するため、全目的についての流

動を把握している「PT 調査」のデータを用い、通勤、通学流動（都心方面からの

流出流動に対しては、帰宅流動）と、全目的についての流動との比率（時間帯別

拡大係数）を推計。 
 

（iii） (ii)で推計した時間帯別拡大係数を用い、鉄道利用者の路線別区間別時間帯別の全

目的についての流動を推計。 
 
 

 

(ⅲ) 路線別時間帯別流動  

＝ (ⅰ) 路線別時間帯別通勤・通学流動 × (ⅱ) 時間帯別拡大係数 

（大都市交通センサス） （PT 調査から推計） 

 
なお、「時間帯別拡大係数 ＝ 時間帯別全目的流動 ／ 時間帯別通勤・通学流動」と

する。 

 

注１） 時間帯別拡大係数は全路線について、首都圏全体の数値を共通して用いた。（1-5 ペ

ージ参照） 

注２） 都心方面からの流出流動については、上記の「通勤・通学流動」の代わりに通勤及び

通学に対応する「帰宅流動」を用い、推計した。 
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（参考）路線別時間帯別の通勤・通学流動について 

大都市交通センサスの原データから、路線別時間帯別の通勤・通学流動を以下の手順で

集計する。 
 

① 移動目的が通勤・通学目的のトリップを抽出する。 

 

 
 

② 抽出されたトリップについて、利用駅間の所要時間を時刻表から把握し、通過駅の乗

降時分を設定する。 

 

 

 
③ トリップを路線別に分解する。 

＜例 1：ｃ路線のみが対象路線の場合＞ 
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＜例 2：ｂ、ｃ路線が対象路線の場合＞ 
 

  
 

④ 路線別に分解されたトリップについて、基準ターミナル着時間による時間帯を設定す

る。 

時間帯の設定は、「基準ターミナル」（本資料(2)②で設定）の着時間で設定する。降車駅が基準ターミ

ナルであればその着時間を取る。降車駅が基準ターミナルでない場合は、降車駅から基準ターミナルま

での所要時間を追加し、利用列車の基準ターミナル着時間を想定する。 

 

Ｂ駅 Ｃ駅

b路線

駅間所要時間：４０分

８：２０ ９：００

降車駅が基準ターミナルでない場合の時間帯の設定

E駅

駅間所要時間：１５分

９：１５
 

 
⑤ 原データの全トリップに①～④を行い、トリップの拡大率（K）を足し込んで、対象と

なる路線の駅間断面需要を時間帯別に集計する。 

 

B 駅 A 駅 C 駅 D 駅 E 駅 拡大率

各トリップ 

K1 

K2 

K3 

K4 

××時台

××時台の 

AB 駅間の需要 

××時台の 

BC 駅間の需要

××時台の 

CD 駅間の需要

××時台の 

DE 駅間の需要 

基準ターミナル 

9 時台と想定
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（参考）時間帯別拡大係数について 

PT 調査では鉄道利用者の利用経路（利用路線）を把握することができないため、沿線に

居住する鉄道利用者のサンプルを路線別に抽出し、当該路線利用者としてみなした。 
東海道線を例に、東海道線沿線居住者のサンプルと首都圏全体のサンプルについて、時

間帯別拡大係数を比較した。その結果、8 時台が通勤・通学の割合が高く、7 時台から 9 時

台は通勤・通学が 9 割、10 時台は 7 割程度、11 時台以降は通勤・通学が 5 割以下という

共通の傾向を示した。 

 
図表-1.3 着時間別目的構成（首都圏全体・都心方面への流動） 

（首都圏全体） 

流入 ① ② ①＋② ②／①
①／（①
＋②）

流入

通勤 通学 業務 帰宅 私事 合計
通勤・通
学

業務・帰
宅・私事

合計 比率 シェア

午前 0 142 35 40 0 109 326 177 149 326 0.842 0.543

1 334 0 50 0 0 384 334 50 384 0.150 0.870

2 285 59 0 0 0 344 344 0 344 0.000 1.000

3 1547 0 137 0 77 1761 1547 214 1761 0.138 0.878

4 2685 46 767 0 190 3688 2731 957 3688 0.350 0.741

5 8563 88 2240 0 671 11562 8651 2911 11562 0.336 0.748

6 42793 1307 8116 0 2874 55090 44100 10990 55090 0.249 0.801

7 323684 37630 25198 0 10149 396661 361314 35347 396661 0.098 0.911

8 1533632 168286 45974 0 28458 1776350 1701918 74432 1776350 0.044 0.958

9 815718 87944 55224 0 53498 1012384 903662 108722 1012384 0.120 0.893

10 175285 68400 33261 0 86623 363569 243685 119884 363569 0.492 0.670

11 55576 21611 19422 0 75537 172146 77187 94959 172146 1.230 0.448

午後 0 25312 20939 11943 0 45243 103437 46251 57186 103437 1.236 0.447

1 16076 17550 13923 0 44335 91884 33626 58258 91884 1.733 0.366

2 13631 9915 11818 0 39618 74982 23546 51436 74982 2.184 0.314

3 9884 4742 7696 0 27357 49679 14626 35053 49679 2.397 0.294

4 10196 4431 6104 0 24560 45291 14627 30664 45291 2.096 0.323

5 6880 6834 5164 0 21205 40083 13714 26369 40083 1.923 0.342

6 4454 3061 3538 0 20525 31578 7515 24063 31578 3.202 0.238

7 3204 285 2278 0 8721 14488 3489 10999 14488 3.152 0.241

8 2378 141 1354 0 3803 7676 2519 5157 7676 2.047 0.328

9 1671 110 812 0 1822 4415 1781 2634 4415 1.479 0.403

10 1158 0 769 34 1092 3053 1158 1895 3053 1.636 0.379

11 718 0 454 0 1766 2938 718 2220 2938 3.092 0.244

合計 3055806 453414 256282 34 498233 4263769 3509220 754549 4263769 0.215 0.823

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11

午
前

午
後

通勤 通学 業務 帰宅 私事  

（東海道沿線） 

流入 ① ② ①＋② ②／①
①／（①
＋②）

流入

通勤 通学 業務 帰宅 私事 合計
通勤・通
学

業務・帰
宅・私事

合計 比率 シェア

午前 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 -

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 -

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 -

3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.000 -

4 150 0 72 0 42 264 150 114 264 0.760 0.568

5 770 0 75 0 0 845 770 75 845 0.097 0.911

6 3051 112 544 0 159 3866 3163 703 3866 0.222 0.818

7 35280 4043 2311 0 954 42588 39323 3265 42588 0.083 0.923

8 200004 13640 5324 0 2042 221010 213644 7366 221010 0.034 0.967

9 112599 10366 7831 0 4201 134997 122965 12032 134997 0.098 0.911

10 21206 8974 3042 0 7492 40714 30180 10534 40714 0.349 0.741

11 6351 2713 1780 0 7057 17901 9064 8837 17901 0.975 0.506

午後 0 2863 2860 1106 0 4499 11328 5723 5605 11328 0.979 0.505

1 1894 2464 1150 0 3131 8639 4358 4281 8639 0.982 0.504

2 1591 1370 749 0 2809 6519 2961 3558 6519 1.202 0.454

3 631 878 789 0 1865 4163 1509 2654 4163 1.759 0.362

4 581 381 475 0 1571 3008 962 2046 3008 2.127 0.320

5 477 740 261 0 1521 2999 1217 1782 2999 1.464 0.406

6 450 347 246 0 2013 3056 797 2259 3056 2.834 0.261

7 179 0 155 0 375 709 179 530 709 2.961 0.252

8 253 0 0 0 179 432 253 179 432 0.708 0.586

9 173 0 117 0 175 465 173 292 465 1.688 0.372

10 168 0 0 34 90 292 168 124 292 0.738 0.575

11 186 0 0 0 156 342 186 156 342 0.839 0.544

合計 388857 48888 26027 34 40331 504137 437745 66392 504137 0.152 0.868

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0
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4
5
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7
8
9

10
11
0
1
2
3
4
5
6
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8
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10
11

午
前

午
後

通勤 通学 業務 帰宅 私事  

注）「流入」とは「出発地」が「対象エリア外」・「到着地」が「対象エリア内」のＯＤ 

注）「域内」とは「出発地」が「対象エリア内」・「到着地」が「対象エリア内」のＯＤ 

注）「出発地」＝「居住地」のデータを対象 

資料）「東京都市圏パーソントリップ調査」（国土交通省関東地方整備局） 
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（２） 流動把握対象の検討 

 
① 対象路線の設定 

対象路線は、対象エリアとの流動に利用されている路線を想定し、山手線に結節し

ている路線とした。 
また、山手線を横断し、路線の上り・下り両方面から対象エリアへ流入がある場合

には、路線を 2 つに区切り整理した。（例：京浜東北線の場合、大船方面から田端まで

と、大宮方面から品川まで） 
 

図表-1.4 対象路線 

流入方面

路線名 発駅 着駅

JR東日本 東海道本線 湯河原 東京
中央本線 笹子 東京
東北本線 小山 上野
京浜東北・根岸線_大船-田端 大船 田端
京浜東北・根岸線_大宮-品川 大宮 品川
常磐線快速 石岡 上野
常磐線各駅停車 取手 北千住
総武線各駅停車_三鷹-秋葉原 三鷹 秋葉原
総武線各駅停車_千葉-新宿 千葉 新宿
総武本線 成東 東京
山手線_内回り 品川 品川
山手線_外回り 品川 品川
横須賀線 久里浜 東京
高崎線 神保原 上野
埼京線 大宮 大崎
京葉線 蘇我 東京
湘南新宿ライン_横浜-池袋 横浜 池袋
湘南新宿ライン_大宮-大崎 大宮 大崎

地下鉄 浅草線_押上⇒西馬込 押上 浅草
浅草線_西馬込⇒押上 西馬込 浅草
三田線 西高島平 目黒
新宿線 本八幡 新宿
大江戸線_光が丘⇒都庁前 光が丘 飯田橋
大江戸線_都庁前⇒光が丘 都庁前 飯田橋
銀座線 浅草 渋谷
丸ノ内線_荻窪⇒池袋 荻窪 東京
丸ノ内線_池袋⇒荻窪 池袋 東京
日比谷線 中目黒 北千住
東西線_西船橋⇒中野 西船橋 大手町
東西線_中野⇒西船橋 中野 大手町
千代田線_代々木上原⇒北綾瀬 代々木上原 大手町
千代田線_北綾瀬⇒代々木上原 北綾瀬 大手町
有楽町線_新木場⇒和光市 新木場 有楽町
有楽町線_和光市⇒新木場 和光市 有楽町
半蔵門線 押上 渋谷
南北線 赤羽岩淵 目黒

民鉄 京浜急行本線 浦賀 泉岳寺
小田原線 小田原 新宿
京王線 京王八王子 新宿
井の頭線 吉祥寺 渋谷
東横線 横浜 渋谷
目黒線 武蔵小杉 目黒
池上線 蒲田 五反田
田園都市線 中央林間 渋谷
新宿線 本川越 西武新宿
池袋線 吾野 池袋
伊勢崎線 多々良 浅草
東上線 寄居 池袋
京成本線 成田空港 京成上野
東京臨海新交通臨海線 有明 新橋
りんかい線 新木場 大崎
つくばエクスプレス つくば 秋葉原
東京モノレール羽田線 羽田空港第２ビル モノレ－ル浜松町  

 
注）本調査では、山手線内への通勤流動が対象である、山手線に結節している路線を対象路線とし

ており、周辺都市（横浜市、さいたま市など）への路線は対象外とした。 
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図表-1.5 対象路線図 

＜ＪＲ・民鉄＞ 

 
資料）Mapio より作成 

＜地下鉄＞ 

 
資料）SuperMapple より作成 
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② 時間帯と基準ターミナル駅の設定 

対象路線別に、集計の基準となるターミナル駅（基準ターミナル駅）を設定し、基

準ターミナル駅に到着する時間帯で流動量を把握する。 
 

図表-1.6 対象路線別基準ターミナル駅 

基準ターミナル駅 基準ターミナル駅 基準ターミナル駅

JR東日本 東海道本線 東京 地下鉄 浅草線_押上-浅草 浅草 民鉄 京浜急行本線 品川
中央本線 新宿 浅草線_西馬込-浅草 浅草 小田原線 新宿
東北本線 上野 三田線 三田 京王線 新宿
京浜東北・根岸線_大船-東京 東京 新宿線 市ヶ谷 井の頭線 渋谷
京浜東北・根岸線_大宮-東京 東京 大江戸線_光が丘-飯田橋 飯田橋 東横線 渋谷
常磐線快速 日暮里 大江戸線_都庁前-飯田橋 飯田橋 目黒線 目黒
常磐線各駅停車 北千住 銀座線 銀座 池上線 五反田
総武線各駅停車_三鷹-秋葉原 秋葉原 丸ノ内線_荻窪-東京 東京 田園都市線 渋谷
総武線各駅停車_千葉-秋葉原 秋葉原 丸ノ内線_池袋-東京 東京 新宿線 西武新宿
総武本線 東京 日比谷線 日比谷 池袋線 池袋
山手線_内回り 品川 東西線_西船橋-大手町 大手町 伊勢崎線 浅草
山手線_外回り 品川 東西線_中野-大手町 大手町 東上線 池袋
横須賀線 東京 千代田線_代々木上原-大手町 大手町 京成本線 京成上野
高崎線 上野 千代田線_北綾瀬-大手町 大手町 東京臨海新交通臨海線 新橋
埼京線 池袋 有楽町線_新木場-有楽町 有楽町 りんかい線 大崎
京葉線 東京 有楽町線_和光市-有楽町 有楽町 つくばエクスプレス 秋葉原
湘南新宿ライン_横浜-新宿 新宿 半蔵門線 半蔵門 東京モノレール羽田線 羽田空港第２ビル
湘南新宿ライン_大宮-新宿 新宿 南北線 永田町

路線名 路線名 路線名

 
 
 
 
 
 

 
以下では、「輸送人員」「輸送力」という語を次の定義で用いる。 

 
輸送人員：実際に乗車している人数。 

（1-11 ページの把握手順例では、8 時台に東京駅に到着する 
列車に乗車している人。） 

輸送力 ：輸送可能な人数（定員）。 
（1-11 ページの把握手順例では、8 時台に到着する全列車の 
定員の合計。） 

 
 
 



 

1-11 
 

 
（３） 鉄道利用者の流動把握 

① 路線別区間別時間帯別輸送人員 

対象路線別に、区間別時間帯別の輸送人員を把握した。 
 

【把握手順例】 
東海道線上り方面の 8 時台の流動を整理する場合、以下の手順で行う。 
（i）  基準ターミナル駅である東京駅に 8 時台に到着する列車（下図 A～E

列車）を抽出する。 
（ii）  抽出した列車の駅間別の流動量を合算する。 

 ８時台の流動量：列車A～Eの利用者を駅間で集計

小
田
原

横
浜

川
崎

品
川

東
京

7:00 8:00 9:00

7:00 8:00 9:00

A EDCB上り列車

8時台に到着する
列車

 
（iii）  駅間別の流動量を整理する。 

（例：東海道線上り方面の 8 時台の輸送人員） 

8時台
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図表-1.7及び図表-1.8に、東海道線上り方面の各時間帯別の輸送人員を示す。 

(i) 

(ii) 
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図表-1.7 東海道線上り方面（縦軸のスケールを全時間帯一律に設定） 

※ 

■各時台における移動人員の状況（東京駅に到着した時刻を想定）
移動目的 全目的
全時間帯 5時台 （平日・上り） 10時台 （平日・上り） 15時台 （平日・上り） 20時台 （平日・上り）

パンデミック時 68,161 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 0 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 2,119 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 3,189 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 2,604 対全目的比 対通勤比
0.587 0.670 0.000 0.000 0.523 0.927 2.010 8.391 17.476 53.141

1時台 6時台 （平日・上り） 11時台 （平日・上り） 16時台 （平日・上り） 21時台 （平日・上り）

パンデミック時 0 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 1,982 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 2,654 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 3,189 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 3,978 対全目的比 対通勤比
- - 1.003 1.301 0.639 1.608 3.515 13.985 50.357 124.319

2時台 7時台 （平日・上り） 12時台 （平日・上り） 17時台 （平日・上り） 22時台 （平日・上り）

パンデミック時 0 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 5,212 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 2,654 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 3,920 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 3,173 対全目的比 対通勤比
- - 0.186 0.207 1.161 3.851 20.001 59.396 40.160 105.754

3時台 8時台 （平日・上り） 13時台 （平日・上り） 18時台 （平日・上り） 23時台 （平日・上り）

パンデミック時 0 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 10,646 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 2,458 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 4,628 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 2,921 対全目的比 対通勤比
- - 0.175 0.185 2.950 10.826 39.225 165.303 - -

4時台 9時台 （平日・上り） 14時台 （平日・上り） 19時台 （平日・上り） 24時台 （平日・上り）

パンデミック時 0 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 5,215 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 2,458 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 4,108 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 1,056 対全目的比 対通勤比
- - 0.303 0.348 1.204 4.763 8.759 36.352 0.009 0.010

資料）「大都市交通センサス」（国土交通省）、「東京都市圏パーソントリップ調査」（国土交通省関東地方整備局）
注）「利用路線」が「東海道本線」のODを対象
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図表-1.8 東海道線上り方面（縦軸のスケールを時間帯別に設定） 

■各時台における移動人員の状況（東京駅に到着した時刻を想定）
移動目的 全目的
全時間帯 5時台 （平日・上り） 10時台 （平日・上り） 15時台 （平日・上り） 20時台 （平日・上り）

パンデミック時 68,161 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 0 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 2,119 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 3,189 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 2,604 対全目的比 対通勤比
0.587 0.670 0.000 0.000 0.523 0.927 2.010 8.391 17.476 53.141

1時台 6時台 （平日・上り） 11時台 （平日・上り） 16時台 （平日・上り） 21時台 （平日・上り）

パンデミック時 0 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 1,982 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 2,654 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 3,189 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 3,978 対全目的比 対通勤比
- - 1.003 1.301 0.639 1.608 3.515 13.985 50.357 124.319

2時台 7時台 （平日・上り） 12時台 （平日・上り） 17時台 （平日・上り） 22時台 （平日・上り）

パンデミック時 0 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 5,212 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 2,654 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 3,920 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 3,173 対全目的比 対通勤比
- - 0.186 0.207 1.161 3.851 20.001 59.396 40.160 105.754

3時台 8時台 （平日・上り） 13時台 （平日・上り） 18時台 （平日・上り） 23時台 （平日・上り）

パンデミック時 0 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 10,646 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 2,458 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 4,628 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 2,921 対全目的比 対通勤比
- - 0.175 0.185 2.950 10.826 39.225 165.303 - -

4時台 9時台 （平日・上り） 14時台 （平日・上り） 19時台 （平日・上り） 24時台 （平日・上り）

パンデミック時 0 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 5,215 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 2,458 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 4,108 対全目的比 対通勤比 パンデミック時 1,056 対全目的比 対通勤比
- - 0.303 0.348 1.204 4.763 8.759 36.352 0.009 0.010

資料）「大都市交通センサス」（国土交通省）、「東京都市圏パーソントリップ調査」（国土交通省関東地方整備局）
注）「利用路線」が「東海道本線」のODを対象
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② 路線別・時間帯別最大輸送人員区間の流動量 

対象路線の輸送人員の傾向を把握するため、路線別時間帯別に最も輸送人員の多い

区間（最大輸送人員区間）とその輸送人員を整理した（図表-1.9）。 
 

図表-1.9 で、最も輸送人員の多い時間帯を赤い網掛けで示している。この網掛けで

示した区間が、パンデミック時に輸送力が抑制された場合、最も影響を受ける区間と

なる。 
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図表-1.9 路線別・時間帯別最大輸送人員区間と輸送人員 

移動目的 通勤

着時間帯 0時台 1時台 2時台 3時台 4時台 5時台 6時台 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台 19時台 20時台 21時台 22時台 23時台
JR東日本 東海道本線 - - - - - 大船 川崎 横浜 川崎 川崎 大船 戸塚 戸塚 川崎 大船 辻堂 戸塚 戸塚 横浜 川崎 茅ヶ崎 川崎 辻堂 -

- - - - - 戸塚 品川 川崎 品川 品川 戸塚 横浜 横浜 品川 戸塚 藤沢 横浜 横浜 川崎 品川 辻堂 品川 藤沢 -
輸送人員（人） 234 1524 25118 57,487 15,002 2,286 1,650 689 227 516 380 228 66 28 113 49 32 30

中央本線 - - - - 中野 高円寺 新宿 高円寺 大久保 武蔵境 中野 東中野 高円寺 阿佐ヶ谷 西国分寺 荻窪 武蔵小金井 新宿 武蔵小金井 八王子 東小金井 西八王子 高円寺 -
- - - - 東中野 中野 代々木 中野 新宿 三鷹 東中野 大久保 中野 高円寺 国分寺 阿佐ヶ谷 東小金井 代々木 東小金井 豊田 武蔵境 八王子 中野 -

輸送人員（人） 84 388 4512 47621 63092 20170 4465 2604 1922 977 624 281 345 130 52 77 63 84 33
東北本線 - - - - - - 土呂 土呂 土呂 土呂 土呂 土呂 東大宮 蓮田 土呂 東大宮 - - - - - - - -

- - - - - - 大宮 大宮 大宮 大宮 大宮 大宮 土呂 東大宮 大宮 土呂 - - - - - - - -
輸送人員（人） 1892 22005 22656 5777 999 744 529 81 469 297

京浜東北・根岸線_大宮-品川 川口 - - - 東京 本郷台 横浜 上野 川口 川口 西川口 上野 川口 川口 秋葉原 川口 横浜 横浜 川崎 さいたま 山手 さいたま - -
赤羽 - - - 有楽町 大船 桜木町 御徒町 赤羽 赤羽 川口 御徒町 赤羽 赤羽 神田 赤羽 桜木町 桜木町 鶴見 与野 根岸 与野 - -

輸送人員（人） 39 103 1015 8683 32832 51308 13496 4357 1968 1194 1885 604 294 387 155 60 117 105 102
京浜東北・根岸線_大船-田端 - 有楽町 - - 大井町 大井町 南浦和 大井町 大井町 大井町 大井町 山手 大井町 大井町 大井町 品川 横浜 東神奈川 大井町 日暮里 鶴見 浦和 大井町 鶴見

- 東京 - - 品川 品川 浦和 品川 品川 品川 品川 石川町 品川 品川 品川 田町 東神奈川 新子安 品川 西日暮里 川崎 北浦和 品川 川崎
輸送人員（人） 55 59 415 6121 32016 48698 19468 3206 1293 1629 301 783 436 312 188 178 36 90 83 35 65

常磐線快速 - - - - 三河島 松戸 松戸 松戸 松戸 松戸 松戸 柏 三河島 北千住 北千住 三河島 柏 北千住 牛久 松戸 - 三河島 - -
- - - - 日暮里 北千住 北千住 北千住 北千住 北千住 北千住 松戸 日暮里 南千住 南千住 日暮里 松戸 南千住 佐貫 北千住 - 日暮里 - -

輸送人員（人） 73 321 6222 44111 40046 8533 2565 1250 429 336 220 358 190 37 42 36 3
常磐線各駅停車 - - - - 亀有 金町 亀有 亀有 亀有 亀有 亀有 亀有 金町 北松戸 北柏 金町 金町 新松戸 松戸 新松戸 - - - -

- - - - 綾瀬 亀有 綾瀬 綾瀬 綾瀬 綾瀬 綾瀬 綾瀬 亀有 松戸 柏 亀有 亀有 馬橋 金町 馬橋 - - - -
輸送人員（人） 40 138 4441 25649 18228 3257 677 282 437 88 32 89 43 286 15 37

総武線各駅停車_千葉-新宿 - 千葉 - - - 錦糸町 錦糸町 錦糸町 亀戸 亀戸 浅草橋 亀戸 錦糸町 亀戸 錦糸町 新小岩 船橋 秋葉原 幕張 船橋 御茶ノ水 錦糸町 - -
- 西千葉 - - - 両国 両国 両国 錦糸町 錦糸町 秋葉原 錦糸町 両国 錦糸町 両国 平井 西船橋 御茶ノ水 幕張本郷 西船橋 水道橋 両国 - -

輸送人員（人） 27 937 6724 40186 53282 16896 4040 2052 868 853 525 1062 297 72 75 46 11
総武線各駅停車_三鷹-秋葉原 - - - - - 西船橋 新検見川 秋葉原 代々木 代々木 代々木 四ッ谷 代々木 代々木 大久保 津田沼 四ッ谷 西船橋 秋葉原 本八幡 小岩 - - -

- - - - - 船橋 稲毛 浅草橋 千駄ヶ谷 千駄ヶ谷 千駄ヶ谷 市ヶ谷 千駄ヶ谷 千駄ヶ谷 新宿 幕張本郷 市ヶ谷 船橋 浅草橋 下総中山 市川 - - -
輸送人員（人） 385 5050 13110 30190 10921 2131 624 639 510 620 368 32 128 37 144 60

総武本線 - - - - - 新小岩 錦糸町 新小岩 新小岩 新小岩 錦糸町 新小岩 錦糸町 市川 船橋 新小岩 船橋 - 船橋 - 稲毛 都賀 - 稲毛
- - - - - 錦糸町 馬喰町 錦糸町 錦糸町 錦糸町 馬喰町 錦糸町 馬喰町 新小岩 市川 錦糸町 市川 - 市川 - 津田沼 東千葉 - 津田沼

輸送人員（人） 246 3174 31454 43605 8532 1866 508 466 390 206 207 22 47 5 378
山手線_外回り - 渋谷 - - 鶯谷 上野 秋葉原 秋葉原 上野 上野 渋谷 渋谷 五反田 池袋 渋谷 品川 渋谷 新宿 新宿 新宿 新宿 五反田 渋谷 目黒

- 原宿 - - 上野 御徒町 神田 神田 御徒町 御徒町 原宿 原宿 目黒 大塚 原宿 大崎 原宿 新大久保 新大久保 新大久保 新大久保 目黒 原宿 恵比寿
輸送人員（人） 27 1003 3315 3651 36323 61769 22723 5255 1524 1281 835 838 914 178 308 221 286 87 58 25 30

山手線_内回り - - - - 高田馬場 大塚 新宿 目白 目白 大崎 大塚 大塚 大塚 大塚 原宿 大塚 目白 田町 - - - - - -
- - - - 新大久保 池袋 代々木 高田馬場 高田馬場 品川 池袋 池袋 池袋 池袋 渋谷 池袋 高田馬場 浜松町 - - - - - -

輸送人員（人） 237 867 4707 40470 45863 8579
横須賀線 - - - - - 戸塚 西大井 保土ヶ谷 保土ヶ谷 保土ヶ谷 保土ヶ谷 保土ヶ谷 保土ヶ谷 保土ヶ谷 大船 東戸塚 戸塚 - 東逗子 品川 - - 保土ヶ谷 -

- - - - - 東戸塚 品川 横浜 横浜 横浜 横浜 横浜 横浜 横浜 戸塚 保土ヶ谷 東戸塚 - 逗子 新橋 - - 横浜 -
輸送人員（人） 7 1148 14449 22953 9558 1784 929 723 102 34 133 98 13 26 264

高崎線 - - - - - 桶川 宮原 宮原 宮原 宮原 宮原 宮原 宮原 宮原 上尾 上尾 北本 宮原 宮原 大宮 - - - -
- - - - - 北上尾 大宮 大宮 大宮 大宮 大宮 大宮 大宮 大宮 宮原 宮原 桶川 大宮 大宮 さいたま - - - -

輸送人員（人） 158 2571 24224 27788 6005 2138 1285 149 310 108 57 14 47 11 23
埼京線 赤羽 - - - 赤羽 赤羽 板橋 板橋 板橋 板橋 板橋 赤羽 板橋 赤羽 池袋 十条 浮間舟渡 池袋 赤羽 池袋 大宮 - - -

十条 - - - 十条 十条 池袋 池袋 池袋 池袋 池袋 十条 池袋 十条 新宿 板橋 北赤羽 新宿 十条 新宿 北与野 - - -
輸送人員（人） 39 33 164 4532 32593 42024 13473 2972 1780 1553 1675 266 351 104 135 40 27 13

京葉線 - - - - - 市川塩浜 葛西臨海公園 葛西臨海公園 葛西臨海公園 葛西臨海公園 新浦安 新浦安 市川塩浜 市川塩浜 新浦安 市川塩浜 稲毛海岸 舞浜 稲毛海岸 - 舞浜 市川塩浜 - -
- - - - - 新浦安 新木場 新木場 新木場 新木場 舞浜 舞浜 新浦安 新浦安 舞浜 新浦安 検見川浜 葛西臨海公園 検見川浜 - 葛西臨海公園 新浦安 - -

輸送人員（人） 212 1952 22388 35215 9672 1345 912 380 434 530 327 80 63 68 148
湘南新宿ライン_大宮-大崎 - - - - - - 新宿 赤羽 赤羽 赤羽 赤羽 赤羽 赤羽 赤羽 新宿 赤羽 大宮 池袋 大宮 大宮 - - - -

- - - - - - 渋谷 池袋 池袋 池袋 池袋 池袋 池袋 池袋 渋谷 池袋 赤羽 新宿 赤羽 赤羽 - - - -
輸送人員（人） 875 11857 14404 2790 781 604 331 149 197 373 15 51 31

湘南新宿ライン_横浜-池袋 - - - - - 横浜 西大井 西大井 西大井 新川崎 西大井 横浜 新川崎 大崎 横浜 横浜 横浜 横浜 - - - - 池袋 -
- - - - - 新川崎 大崎 大崎 大崎 西大井 大崎 新川崎 西大井 恵比寿 新川崎 新川崎 新川崎 新川崎 - - - - 赤羽 -

輸送人員（人） 208 541 7593 18351 3318 581 380 307 118 412 185 44 67
地下鉄 浅草線_西馬込⇒押上 - 泉岳寺 - - 泉岳寺 西馬込 泉岳寺 泉岳寺 泉岳寺 泉岳寺 泉岳寺 泉岳寺 泉岳寺 泉岳寺 泉岳寺 馬込 馬込 大門 人形町 泉岳寺 泉岳寺 三田 - -

- 三田 - - 三田 馬込 三田 三田 三田 三田 三田 三田 三田 三田 三田 中延 中延 新橋 東日本橋 三田 三田 大門 - -
輸送人員（人） 21 17 49 553 7700 20465 10119 2100 1143 437 559 125 75 82 387 337 33 42

浅草線_押上⇒西馬込 - - - - - 押上 本所吾妻橋 日本橋 本所吾妻橋 本所吾妻橋 本所吾妻橋 浅草 蔵前 本所吾妻橋 押上 押上 押上 東日本橋 押上 押上 - 押上 - -
- - - - - 本所吾妻橋 浅草 宝町 浅草 浅草 浅草 蔵前 浅草橋 浅草 本所吾妻橋 本所吾妻橋 本所吾妻橋 人形町 本所吾妻橋 本所吾妻橋 - 本所吾妻橋 - -

輸送人員（人） 523 3407 15725 19225 5356 969 367 240 283 565 60 448 76 38 120 33
三田線 - - - - - 板橋本町 水道橋 日比谷 西巣鴨 西巣鴨 西巣鴨 春日 志村三丁目 千石 千石 巣鴨 新板橋 神保町 日比谷 神保町 - - - -

- - - - - 板橋区役所前 神保町 内幸町 巣鴨 巣鴨 巣鴨 水道橋 志村坂上 白山 白山 千石 西巣鴨 大手町 内幸町 大手町 - - - -
輸送人員（人） 112 511 7483 14612 7612 2177 1299 250 510 245 497 27 55 57 16

新宿線 - 本八幡 - - - 西大島 西大島 西大島 西大島 西大島 馬喰横山 大島 住吉 菊川 大島 小川町 本八幡 住吉 岩本町 馬喰横山 - - - -
- 篠崎 - - - 住吉 住吉 住吉 住吉 住吉 岩本町 西大島 菊川 森下 西大島 神保町 篠崎 菊川 小川町 岩本町 - - - -

輸送人員（人） 21 198 1627 13105 28943 8417 1401 1168 628 681 66 94 248 258 26 47
大江戸線_都庁前⇒光が丘 - - - - - 新宿 中井 門前仲町 月島 新宿西口 東新宿 中井 森下 清澄白河 月島 新宿西口 赤羽橋 - - - 新宿西口 - - -

- - - - - 西新宿五丁目 落合南長崎 月島 勝どき 東新宿 若松河田 落合南長崎 清澄白河 門前仲町 勝どき 東新宿 麻布十番 - - - 東新宿 - - -
輸送人員（人） 252 1836 9964 7787 2302 373 832 232 72 73 70 72 22

大江戸線_光が丘⇒都庁前 - - - - - 青山一丁目 東新宿 上野御徒町 青山一丁目 中井 中井 青山一丁目 落合南長崎 西新宿五丁目 落合南長崎 上野御徒町 新宿 新宿 門前仲町 - - - - -
- - - - - 六本木 新宿西口 本郷三丁目 六本木 東中野 東中野 六本木 中井 新宿 中井 本郷三丁目 代々木 代々木 清澄白河 - - - - -

輸送人員（人） 35 207 2364 14311 14469 3729 1367 494 355 162 23 114 39 119
銀座線 - - 浅草 - 新橋 日本橋 新橋 上野広小路 新橋 新橋 日本橋 日本橋 上野 新橋 外苑前 上野 日本橋 三越前 銀座 日本橋 三越前 日本橋 新橋 -

- - 田原町 - 虎ノ門 京橋 虎ノ門 末広町 虎ノ門 虎ノ門 京橋 京橋 上野広小路 虎ノ門 表参道 上野広小路 京橋 日本橋 新橋 京橋 日本橋 京橋 虎ノ門 -
輸送人員（人） 45 17 62 1545 14356 26501 7834 1795 284 302 286 579 113 62 21 231 129 68 23 30

丸ノ内線_池袋⇒荻窪 - - - - 新宿 池袋 池袋 池袋 池袋 池袋 池袋 池袋 新大塚 池袋 池袋 池袋 池袋 御茶ノ水 霞ケ関 霞ケ関 赤坂見附 - - -
- - - - 西新宿 新大塚 新大塚 新大塚 新大塚 新大塚 新大塚 新大塚 茗荷谷 新大塚 新大塚 新大塚 新大塚 淡路町 国会議事堂前 国会議事堂前 四ツ谷 - - -

輸送人員（人） 383 1852 1592 25742 51021 17695 2665 860 444 239 226 147 667 263 37 32 37
丸ノ内線_荻窪⇒池袋 - - - - - 霞ケ関 新宿 四ツ谷 新宿 四ツ谷 新宿 新宿 御茶ノ水 御茶ノ水 新高円寺 新宿 中野坂上 四ツ谷 淡路町 四ツ谷 中野坂上 - 四ツ谷 新宿

- - - - - 銀座 新宿三丁目 赤坂見附 新宿三丁目 赤坂見附 新宿三丁目 新宿三丁目 本郷三丁目 本郷三丁目 東高円寺 新宿三丁目 西新宿 赤坂見附 御茶ノ水 赤坂見附 西新宿 - 赤坂見附 新宿三丁目

輸送人員（人） 134 938 14008 38086 20433 3797 1752 217 205 258 511 117 176 191 118 46 33 28
日比谷線 - - - - - 銀座 恵比寿 恵比寿 恵比寿 恵比寿 恵比寿 恵比寿 恵比寿 広尾 中目黒 茅場町 中目黒 秋葉原 上野 広尾 銀座 恵比寿 - 中目黒

- - - - - 東銀座 広尾 広尾 広尾 広尾 広尾 広尾 広尾 六本木 恵比寿 人形町 恵比寿 仲御徒町 入谷 六本木 東銀座 広尾 - 恵比寿
輸送人員（人） 162 1267 13050 23278 11822 2013 818 447 530 190 165 87 110 122 81 90 110 35

東西線_中野⇒西船橋 - - - - - 日本橋 日本橋 日本橋 高田馬場 高田馬場 高田馬場 高田馬場 高田馬場 高田馬場 日本橋 日本橋 九段下 大手町 東陽町 大手町 日本橋 高田馬場 - -
- - - - - 茅場町 茅場町 茅場町 早稲田 早稲田 早稲田 早稲田 早稲田 早稲田 茅場町 茅場町 竹橋 日本橋 南砂町 日本橋 茅場町 早稲田 - -

輸送人員（人） 606 2731 29516 34563 12709 3975 762 733 436 168 692 101 422 229 283 18 23
東西線_西船橋⇒中野 - - - - - 西葛西 木場 木場 西葛西 南砂町 木場 南砂町 西葛西 門前仲町 東陽町 木場 妙典 葛西 大手町 茅場町 茅場町 葛西 - -

- - - - - 南砂町 門前仲町 門前仲町 南砂町 東陽町 門前仲町 東陽町 南砂町 茅場町 木場 門前仲町 行徳 西葛西 竹橋 日本橋 日本橋 西葛西 - -
輸送人員（人） 592 4942 52801 59316 18258 2596 1243 754 398 269 267 379 139 39 223 154 93

千代田線_北綾瀬⇒代々木上原 - - - - 綾瀬 町屋 町屋 町屋 町屋 町屋 町屋 北千住 町屋 千駄木 北千住 町屋 日比谷 日比谷 乃木坂 新御茶ノ水 北千住 - 日比谷 -
- - - - 北千住 西日暮里 西日暮里 西日暮里 西日暮里 西日暮里 西日暮里 町屋 西日暮里 根津 町屋 西日暮里 霞ケ関 霞ケ関 表参道 大手町 町屋 - 霞ケ関 -

輸送人員（人） 30 649 3613 39879 46970 16905 2539 969 772 361 67 101 115 115 72 30 23 35
千代田線_代々木上原⇒北綾瀬 - - - - - 代々木上原 西日暮里 明治神宮前 明治神宮前 明治神宮前 明治神宮前 明治神宮前 代々木上原 代々木上原 表参道 大手町 表参道 - 代々木上原 日比谷 - 代々木上原 - -

- - - - - 代々木公園 町屋 表参道 表参道 表参道 表参道 表参道 代々木公園 代々木公園 乃木坂 新御茶ノ水 乃木坂 - 代々木公園 二重橋前 - 代々木公園 - -
輸送人員（人） 161 1408 13034 34481 16899 3784 1026 882 256 498 64 103 77 58 20

有楽町線_和光市⇒新木場 - - - - - 市ケ谷 江戸川橋 江戸川橋 池袋 池袋 東池袋 池袋 江戸川橋 江戸川橋 池袋 江戸川橋 池袋 江戸川橋 池袋 銀座一丁目 永田町 小竹向原 - -
- - - - - 麹町 飯田橋 飯田橋 東池袋 東池袋 護国寺 東池袋 飯田橋 飯田橋 東池袋 飯田橋 東池袋 飯田橋 東池袋 新富町 桜田門 千川 - -

輸送人員（人） 147 2498 22232 53633 21169 5148 2112 590 1009 287 95 260 262 228 26 62 98
有楽町線_新木場⇒和光市 - 月島 - - - 飯田橋 月島 月島 月島 有楽町 月島 飯田橋 豊洲 市ケ谷 有楽町 飯田橋 池袋 月島 銀座一丁目 - 新木場 - - -

- 新富町 - - - 江戸川橋 新富町 新富町 新富町 桜田門 新富町 江戸川橋 月島 飯田橋 桜田門 江戸川橋 要町 新富町 有楽町 - 辰巳 - - -
輸送人員（人） 55 118 1391 7953 13086 5069 801 507 138 45 34 412 77 118 131 47

半蔵門線 - - - - - 押上 押上 九段下 九段下 九段下 九段下 永田町 九段下 神保町 押上 押上 永田町 青山一丁目 表参道 青山一丁目 大手町 - 三越前 -
- - - - - 錦糸町 錦糸町 半蔵門 半蔵門 半蔵門 半蔵門 青山一丁目 半蔵門 九段下 錦糸町 錦糸町 青山一丁目 表参道 渋谷 表参道 神保町 - 大手町 -

輸送人員（人） 125 1521 11114 17806 7320 1337 406 910 510 83 29 12 283 332 37 23 37
南北線 - - - - - 溜池山王 溜池山王 西ケ原 西ケ原 西ケ原 四ツ谷 王子神谷 駒込 本駒込 四ツ谷 王子 東大前 四ツ谷 東大前 - - - - -

- - - - - 六本木一丁目 六本木一丁目 駒込 駒込 駒込 永田町 王子 本駒込 東大前 永田町 西ケ原 後楽園 永田町 後楽園 - - - - -
輸送人員（人） 221 665 8461 17638 6029 927 199 244 181 290 49 53

民鉄 京浜急行本線 - 品川 - - 馬堀海岸 平和島 北品川 北品川 戸部 戸部 南太田 日ノ出町 黄金町 品川 横浜 南太田 上大岡 横浜 大森町 八丁畷 横浜 横浜 雑色 -
- 泉岳寺 - - 京急大津 大森海岸 品川 品川 横浜 横浜 黄金町 戸部 日ノ出町 泉岳寺 神奈川 黄金町 弘明寺 神奈川 平和島 京急川崎 神奈川 神奈川 京急蒲田 -

輸送人員（人） 52 17 214 1815 21517 50755 24141 5105 2016 1578 783 764 535 293 388 262 192 122 61 79
小田原線 - - - - - 経堂 梅ヶ丘 世田谷代田 世田谷代田 世田谷代田 世田谷代田 経堂 世田谷代田 成城学園前 狛江 祖師ヶ谷大蔵 町田 本厚木 梅ヶ丘 町田 経堂 秦野 成城学園前 -

- - - - - 豪徳寺 世田谷代田 下北沢 下北沢 下北沢 下北沢 豪徳寺 下北沢 祖師ヶ谷大蔵 喜多見 千歳船橋 玉川学園前 厚木 世田谷代田 玉川学園前 豪徳寺 東海大学前 祖師ヶ谷大蔵 -
輸送人員（人） 352 4812 50225 85347 33375 8688 2679 2670 1394 491 621 638 342 218 259 53 46 14

京王線 - - - - 初台 つつじヶ丘 初台 下高井戸 下高井戸 下高井戸 桜上水 幡ヶ谷 下高井戸 下高井戸 幡ヶ谷 桜上水 芦花公園 千歳烏山 八幡山 つつじヶ丘 つつじヶ丘 府中 - -
- - - - 新宿 仙川 新宿 明大前 明大前 明大前 下高井戸 初台 明大前 明大前 初台 下高井戸 八幡山 芦花公園 上北沢 仙川 仙川 東府中 - -

輸送人員（人） 32 358 6176 65282 77183 29104 6230 1906 1491 1054 1325 282 220 358 312 213 45 34
井の頭線 - - - - 東松原 駒場東大前 新代田 池ノ上 池ノ上 池ノ上 池ノ上 明大前 池ノ上 下北沢 下北沢 駒場東大前 駒場東大前 明大前 下北沢 明大前 下北沢 東松原 - -

- - - - 新代田 神泉 下北沢 駒場東大前 駒場東大前 駒場東大前 駒場東大前 東松原 駒場東大前 池ノ上 池ノ上 神泉 神泉 東松原 池ノ上 東松原 池ノ上 新代田 - -
輸送人員（人） 96 278 2740 31283 41593 15036 2850 858 1078 650 646 222 88 13 100 92 109 103

東横線 - 元住吉 - - - 元住吉 祐天寺 祐天寺 祐天寺 祐天寺 祐天寺 田園調布 元住吉 学芸大学 自由が丘 自由が丘 東白楽 日吉 日吉 多摩川 大倉山 菊名 横浜 横浜
- 武蔵小杉 - - - 武蔵小杉 中目黒 中目黒 中目黒 中目黒 中目黒 自由が丘 武蔵小杉 祐天寺 都立大学 都立大学 白楽 元住吉 元住吉 田園調布 綱島 大倉山 反町 反町

輸送人員（人） 27 1293 5150 34287 46128 18170 4178 1770 1088 666 1027 433 394 148 492 107 167 250 264 35
目黒線 - - - - - 不動前 不動前 不動前 武蔵小山 武蔵小山 不動前 不動前 武蔵小杉 武蔵小山 田園調布 不動前 大岡山 大岡山 武蔵小山 - 武蔵小杉 - - 武蔵小山

- - - - - 目黒 目黒 目黒 不動前 不動前 目黒 目黒 新丸子 不動前 奥沢 目黒 洗足 洗足 不動前 - 新丸子 - - 不動前
輸送人員（人） 220 1876 12199 21490 6229 954 647 430 130 178 155 220 59 111 38 30

池上線 - - - - - 戸越銀座 戸越銀座 戸越銀座 戸越銀座 旗の台 荏原中延 旗の台 戸越銀座 荏原中延 戸越銀座 蒲田 旗の台 洗足池 長原 蒲田 - 旗の台 - -
- - - - - 大崎広小路 大崎広小路 大崎広小路 大崎広小路 荏原中延 戸越銀座 荏原中延 大崎広小路 戸越銀座 大崎広小路 蓮沼 荏原中延 長原 旗の台 蓮沼 - 荏原中延 - -

輸送人員（人） 206 1096 7739 10842 2121 860 172 330 51 84 73 26 46 15 26
田園都市線 - - - - - 池尻大橋 池尻大橋 三軒茶屋 池尻大橋 池尻大橋 三軒茶屋 三軒茶屋 池尻大橋 池尻大橋 溝の口 溝の口 三軒茶屋 二子玉川 用賀 駒沢大学 池尻大橋 池尻大橋 市が尾 -

- - - - - 渋谷 渋谷 池尻大橋 渋谷 渋谷 池尻大橋 池尻大橋 渋谷 渋谷 高津 高津 池尻大橋 用賀 桜新町 三軒茶屋 渋谷 渋谷 江田 -
輸送人員（人） 570 8334 61521 70393 25031 5394 2082 1104 816 409 290 392 600 262 208 77 35 25

新宿線 - - - - - 沼袋 下落合 下落合 下落合 下落合 新井薬師前 沼袋 都立家政 沼袋 武蔵関 下落合 田無 花小金井 高田馬場 小平 小平 小平 - -
- - - - - 新井薬師前 高田馬場 高田馬場 高田馬場 高田馬場 中井 新井薬師前 野方 新井薬師前 上石神井 高田馬場 西武柳沢 田無 西武新宿 花小金井 花小金井 花小金井 - -

輸送人員（人） 344 6146 44548 59952 15473 4379 1313 1711 618 287 59 169 41 39 48 65 88
池袋線 武蔵藤沢 - - - 江古田 椎名町 中村橋 椎名町 中村橋 椎名町 椎名町 椎名町 椎名町 石神井公園 中村橋 石神井公園 椎名町 石神井公園 中村橋 秋津 狭山ヶ丘 保谷 - -

狭山ヶ丘 - - - 東長崎 池袋 練馬 池袋 練馬 池袋 池袋 池袋 池袋 練馬高野台 練馬 練馬高野台 池袋 練馬高野台 練馬 清瀬 小手指 大泉学園 - -
輸送人員（人） 90 526 7662 70751 76203 19574 4290 1617 1088 908 354 442 394 348 150 18 130 24

伊勢崎線 - - - - - 五反野 小菅 小菅 小菅 小菅 五反野 梅島 五反野 五反野 新越谷 五反野 竹ノ塚 越谷 北越谷 大袋 草加 新越谷 草加 -
- - - - - 小菅 北千住 北千住 北千住 北千住 小菅 五反野 小菅 小菅 蒲生 小菅 西新井 新越谷 越谷 北越谷 谷塚 蒲生 谷塚 -

輸送人員（人） 1010 4601 39505 50253 14716 2493 1500 967 1154 441 182 96 267 139 148 147 113 26
東上線 - - - - - 下板橋 北池袋 北池袋 北池袋 朝霞 北池袋 朝霞台 北池袋 大山 大山 ときわ台 上板橋 北池袋 高坂 成増 大山 鶴瀬 - -

- - - - - 北池袋 池袋 池袋 池袋 和光市 池袋 朝霞 池袋 下板橋 下板橋 中板橋 ときわ台 池袋 北坂戸 下赤塚 下板橋 みずほ台 - -
輸送人員（人） 334 6630 47943 53889 18885 4041 1982 1404 1025 872 167 543 93 184 150 105 17

京成本線 - 京成中山 - - - 京成関屋 新三河島 京成高砂 京成高砂 実籾 京成大久保 谷津 京成高砂 八千代台 京成高砂 実籾 京成大久保 八千代台 青砥 空港第２ビル 八千代台 京成大久保 成田空港 -
- 鬼越 - - - 千住大橋 日暮里 青砥 青砥 京成大久保 京成津田沼 船橋競馬場 青砥 実籾 青砥 京成大久保 京成津田沼 実籾 お花茶屋 京成成田 実籾 京成津田沼 空港第２ビル -

輸送人員（人） 21 329 2545 14960 23457 7669 1442 581 296 579 108 387 84 336 223 458 44 80 79
東京臨海新交通臨海線 - - - - - - - 日の出 日の出 お台場 お台場 お台場 船の科学 船の科学 - - - - - - - - - -

- - - - - - - 竹芝 竹芝 芝浦ふ頭 芝浦ふ頭 芝浦ふ頭 台場 台場 - - - - - - - - - -
輸送人員（人） 543 1179 427 116 92 30

りんかい線 - - - - - 品川シーサイド 新木場 新木場 東雲 新木場 大井町 東京テレポート 品川シーサイド - - - 天王洲アイル 国際展示場 品川シーサイド - 新木場 - - -
- - - - - 大井町 東雲 東雲 国際展示場 東雲 大崎 天王洲アイル 大井町 - - - 品川シーサイド 東京テレポート 大井町 - 東雲 - - -

輸送人員（人） 61 226 1499 5603 1702 167 109 26 33 36 22 21
つくばエクスプレス - - - - - 青井 青井 青井 青井 青井 六町 流山（お） 青井 流山（お） 守谷 南流山 - 流山（お） 柏の葉 - - - - -

- - - - - 北千住 北千住 北千住 北千住 北千住 青井 流山（セ） 北千住 流山（セ） 柏たなか 三郷中央 - 流山（セ） 流山（お） - - - - -
輸送人員（人） 443 2027 15971 15964 4197 738 406 449 174 15 21 10

東京モノレール羽田線 - - - - - 羽田第２ 大井競馬場前 大井競馬場前 天空橋 天王洲アイル - 昭和島 - 大井競馬場前 天王洲アイル - - 天王洲アイル - - - - 天空橋 -
- - - - - 羽田第１ 天王洲アイル 天王洲アイル 整備場 浜松町 - 流通センタ－ - 天王洲アイル 浜松町 - - 浜松町 - - - - 整備場 -

輸送人員（人） 104 568 1059 606 581 210 326 27 49 79

最混雑区間

最混雑区間

最混雑区間

最混雑区間
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最混雑区間
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最混雑区間
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路線別に最大の輸送人員を整理すると、図表-1.10 及び図表-1.11 のようになる。 
 

図表-1.10 路線別最大輸送人員（整理表） 
輸送人員(人) 時台

JR東日本 東海道本線 57487 川崎 品川 8時台
中央本線 63092 大久保 新宿 8時台
東北本線 22656 土呂 大宮 7時台
京浜東北・根岸線_大宮-品川 51308 川口 赤羽 8時台
京浜東北・根岸線_大船-田端 48698 大井町 品川 8時台
常磐線快速 44111 松戸 北千住 7時台
常磐線各駅停車 25649 亀有 綾瀬 7時台
総武線各駅停車_千葉-新宿 53282 亀戸 錦糸町 8時台
総武線各駅停車_三鷹-秋葉原 30190 代々木 千駄ヶ谷 8時台
総武本線 43605 新小岩 錦糸町 8時台
山手線_外回り 61769 上野 御徒町 8時台
山手線_内回り 62422 目白 高田馬場 8時台
横須賀線 22953 保土ヶ谷 横浜 8時台
高崎線 27788 宮原 大宮 8時台
埼京線 42024 板橋 池袋 8時台
京葉線 35215 葛西臨海公園 新木場 8時台
湘南新宿ライン_大宮-大崎 14404 赤羽 池袋 8時台
湘南新宿ライン_横浜-池袋 18351 西大井 大崎 8時台

地下鉄 浅草線_西馬込⇒押上 20465 泉岳寺 三田 8時台
浅草線_押上⇒西馬込 19225 本所吾妻橋 浅草 8時台
三田線 14612 西巣鴨 巣鴨 8時台
新宿線 28943 西大島 住吉 8時台
大江戸線_都庁前⇒光が丘 9964 門前仲町 月島 7時台
大江戸線_光が丘⇒都庁前 14469 中井 東中野 9時台
銀座線 26501 新橋 虎ノ門 8時台
丸ノ内線_池袋⇒荻窪 51021 池袋 新大塚 8時台
丸ノ内線_荻窪⇒池袋 38086 新宿 新宿三丁目 8時台
日比谷線 23278 恵比寿 広尾 8時台
東西線_中野⇒西船橋 34563 高田馬場 早稲田 8時台
東西線_西船橋⇒中野 59316 西葛西 南砂町 8時台
千代田線_北綾瀬⇒代々木上原 46970 町屋 西日暮里 8時台
千代田線_代々木上原⇒北綾瀬 34481 明治神宮前 表参道 8時台
有楽町線_和光市⇒新木場 53633 池袋 東池袋 8時台
有楽町線_新木場⇒和光市 13086 月島 新富町 8時台
半蔵門線 17806 九段下 半蔵門 8時台
南北線 17638 西ケ原 駒込 8時台

民鉄 京浜急行本線 50755 戸部 横浜 8時台
小田原線 85347 世田谷代田 下北沢 8時台
京王線 77183 下高井戸 明大前 8時台
井の頭線 41593 池ノ上 駒場東大前 8時台
東横線 46128 祐天寺 中目黒 8時台
目黒線 21490 武蔵小山 不動前 8時台
池上線 10842 戸越銀座 大崎広小路 8時台
田園都市線 70393 池尻大橋 渋谷 8時台
新宿線 59952 下落合 高田馬場 8時台
池袋線 76203 中村橋 練馬 8時台
伊勢崎線 50253 小菅 北千住 8時台
東上線 53889 北池袋 池袋 8時台
京成本線 23457 京成高砂 青砥 8時台
東京臨海新交通臨海線 1179 日の出 竹芝 8時台
りんかい線 5603 東雲 国際展示場 8時台
つくばエクスプレス 15971 青井 北千住 7時台
東京モノレール羽田線 1059 大井競馬場前 天王洲アイル 7時台

路線 区間

 
 

図表-1.11 路線別最大輸送人員（グラフ） 
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抑制輸送人員の推計 

  

 
（１）趣旨 

パンデミック時には、感染拡大を抑制するために、乗客相互の間隔を保って乗車、着席

する必要があり、通常時の輸送力が抑制される（抑制輸送力）。 
そのため、通常時の通勤では、輸送力を超えて乗車が可能であるが、パンデミック時に

は、乗客相互の間隔を保つために、抑制輸送力を超えて乗車することはできないため、抑

制輸送力の範囲内で輸送できる人数となる（抑制輸送人員）。   
ここでは、抑制輸送力の机上検討を行い、抑制輸送人員を推計する。 
 

（２）検討方法 

１）抑制輸送力の机上検討 

代表的な車両の図面を用いて、1 車両に乗車可能な人数を想定した。 
路線別時間帯別の運行本数、車両数は現状と同じとし、路線別時間帯別抑制輸送力

を算定した。 
 

２）抑制輸送人員の推計 

抑制輸送人員は、2 段階の計算過程で推計する。①通常時の輸送人員を抑制輸送力

まで縮減する。②抑制輸送力を超える利用者について、時差通勤を考慮して輸送人員

を計算する。①と②を合計した抑制輸送人員を推計する。 
 
（３）結果 

・ 抑制輸送力を算出する際の 1 車両の定員は、机上検討の結果、1ｍ間隔の場合、20ｍ車両で

40 人（ロングシート）、18ｍ車両で 34 人となった。 

・ 通常期の通勤者のみを対象に、抑制輸送力まで縮減した場合の路線別区間別時間帯別縮減率

（縮減率＝抑制輸送力／輸送人員）を算出し整理した。 

例：東海道線川崎～品川間の 8 時台の縮減率は、19％と算出された。 

・ 時差通勤を考慮し、路線別に時差通勤へのシフト率（時差通勤へシフトできる人数／抑制輸

送力を超える利用者数）、配分比率（現状の輸送力が抑制輸送力に満たない時間帯への配分比

率）を算出した。 

例：東海道線 時差通勤シフト率＝9％、 

配分比率 6 時台＝7％、11 時台＝29％、12 時台＝31％、13 時台＝33％ 

時差通勤へのシフトを考慮すると、東海道線川崎～品川間の 6～13 時台では 33％と算出された。 

資料 ２ 

概  要
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１．抑制輸送力の机上検討 

 
１）抑制輸送力の考え方 

パンデミック時には、感染拡大を抑制するために、乗客相互の間隔を保って乗車、着席

する必要があり、通常時の輸送力が抑制される（抑制輸送力）。 
そのため、通常時の通勤では、輸送力を超えて乗車が可能であるが、パンデミック時に

は、乗客相互の間隔を保つために、抑制輸送力を超えて乗車することはできない。そのた

め、抑制輸送人員は、必ず抑制輸送力を下回る必要がある。 
 

図表-2.1 抑制輸送人員のイメージ図 
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なお、輸送力と輸送人員を以下のとおり定義する。 
・現状の輸送力 ：1 車両の定員を基に輸送できる人員 
・現状の輸送人員：実際に輸送している人数 
・抑制輸送力  ：乗客間で 1～2m の間隔を確保したときの輸送できる人数 
・抑制輸送人員：抑制輸送力で輸送した場合の輸送人員 
 
ここで、抑制輸送力は、以下の方法で算出する。 
 
抑制輸送力＝1 車両あたり抑制輸送力×1 列車あたりの車両数×運行本数 
1 車両あたり抑制輸送力：図面より設定（実験で検証） 
1 列車あたりの車両数：現状のデータを使用 
パンデミック時の運行本数：現状のデータを使用（乗降時間を実験で検証） 
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２）代表車両タイプの抽出 

1 車両あたりの抑制輸送力について、対象路線で使用されている代表的車両を抽出し、その

図面を用いて机上検討を行った。代表的な車両タイプとして、対象路線で多く用いられてい

る次の 3 つを取り上げた。 
図表-2.2 代表車両タイプ 

車両 

タイプ 

車長 ドア数

（片側） 

座席配置 導入例 割合

※ 

Ⅰ 20m 4 ロングシート 

・JR 東日本 E231 系（東海道

線、高崎線、宇都宮線、湘

南新宿ライン等） 

75%

Ⅱ 18m 3 ロングシート ･東京メトロ 02 系（丸ノ内線） 15%

Ⅲ 20m 4 
セミクロスシート 

（ボックス席付き）

・JR 東日本 E231 系（同上） 

・JR 東日本 E531 系（常磐線） 

5%

 

※ 対象路線における使用車両数に占める割合（有料列車用車両を除く） 

 
３）車内における乗車位置の検討 

感染抑制効果がある乗客相互の間隔（「事業者・職場における新型インフルエンザ対策

ガイドライン」より、飛沫感染抑制のためには 1～2m 離れることが必要）を保つように、

着席客と立客の乗車位置を検討した。 

 

図表-2.3 乗車位置の考え方 

項目 考え方 

乗客相互の間隔 ①1m 間隔 ②2m 間隔 

乗
車
位
置 

着席客 ①－1 
1 つおきに着席 

①－2 
2 つおきに着席 

 

3 つおきに着席 

立客 乗客相互の間隔を保つ 乗客相互の間隔を保つ 

 

４）1車両あたりの抑制輸送力 

代表的な各車両タイプについて、乗車位置の考え方に沿って 1車両あたりの輸送力につ

いて机上検討を行い設定した。 

乗客相互の間隔を概ね 1m とした場合、＜車両タイプⅠ＞については 28 人・40 人（1
つおきに着席・2 つおきに着席 以下同じ）＜車両タイプⅡ＞については 25 人・34 人、

＜車両タイプⅢ＞については 28 人・34 人となる。一方、乗客相互の間隔を概ね 2m とし

た場合、＜車両タイプⅠ＞については 18 人、＜車両タイプⅡ＞については 18 人、＜車両

タイプⅢ＞については 16 人となる。 
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乗客相互の間隔：1ｍ 

車両タイプ：Ⅰ 【20ｍ車両：ロングシート】 

 

①－1 1 つおき着席、立位置は扉前とすると、1 車両 40 人 
 

 

 

①－2 2 つおき着席、立位置は扉前中央とすると、1 車両 28 人 

 

 

着席位置 着席客数 立客数 合計

①－1 

1 つおきに着席 

・7 人掛けロングシート（ドア間 6 箇所） 
両端を含め 1 席おきに 4 人着席 
（4 人×6 箇所＝24 人） 
・3 人掛けロングシート（車端部 4 箇所） 

両端に 2 人着席（2 人×4 箇所＝8 人） 

・各ドア中央部に 1 人乗車 
（1 人×8 箇所＝8 人） 

40 人

①－2 

2 つおきに着席 

・7 人掛けロングシート（ドア間 6 箇所） 
両端を含め 2 席おきに 3 人着席 
（3 人×6 箇所＝18 人） 

・3 人掛けロングシート（車端部 4 箇所） 
ドア寄りに 1 人着席（1 人×4 箇所＝4 人）

・ドア付近（4 箇所）及び車端

（2 箇所）の通路部に 1 人乗車 
（1 人×6 箇所＝6 人） 28 人

注）JR－E231 系図面を参考 
       
      直径 1m 
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乗客相互の間隔：1ｍ 

車両タイプ：Ⅱ 【18ｍ車両：ロングシート】 

 

①－1 1 つおき着席、立位置は扉前とすると、1 車両 34 人 
 

 

 
 

①－2 2 つおき着席、立位置は扉前とすると、1 車両 25 人 

 

 
 

着席位置 着席客数 立客数 合計

①－1 

1 つおきに着席 

・8 人掛けロングシート（ドア間 4 箇所） 
1～2 席おきに 4 人着席 
（4 人×4 箇所＝16 人） 

・5 人掛けロングシート（車端部 4 箇所） 
両端を含め 1 席おきに 3 人着席 
（3 人×4 箇所＝12 人） 

・ドア中央部に 1 名乗車 
（1 人×6 箇所＝6 人） 

34 人

①－2 

2 つおきに着席 

・8 人掛けロングシート（ドア間 4 箇所） 
2～3 席おきに 3 人着席 
（3 人×4 箇所＝12 人） 

・5 人掛けロングシート（車端部 4 箇所） 
2 席おきに 2 人着席（2 人×4 箇所＝8 人）

・ドア付近（3 箇所）及び車端

（2 箇所）の通路部に 1 人乗車 
（1 人×5 箇所＝5 人） 25 人

注）東京メトロ 03 系図面を参考 
 

直径 1m 
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乗客相互の間隔：1ｍ 

車両タイプ：Ⅲ 【20ｍ車両：セミクロスシート】 

 

①－1 1 つおき着席、立位置は扉前とすると、1 車両 34 人 
 

 
 
①－2 座席は 1 人着席、立位置は扉前中央とすると、1 車両 28 人 

 

 
 

着席位置 着席客数 立客数 合計

①－1 

1 つおきに着席 

・4 人掛けボックスシート（ドア間 6 箇所）

1 ボックスあたり 1 人着席 
（1 人×6 箇所＝6 人） 

・2 人掛けロングシート（ドア間 12 箇所）

ドアよりに 1 人着席 
（1 人×12 箇所＝12 人） 

・3 人掛けロングシート（車端部 4 箇所） 
両端に 2 人着席（2 人×4 箇所＝8 人） 

・各ドア中央部に 1 人乗車 
（1 人×8 箇所＝8 人） 

34 人

①－2 

2 つおきに着席 

・4 人掛けボックスシート（ドア間 6 箇所）

1 ボックスあたり通路側に 1 人着席 
（1 人×6 箇所＝6 人） 

・2 人掛けロングシート（ドア間 12 箇所）

ドアよりに 1 人着席 
（1 人×12 箇所＝12 人） 

・3 人掛けロングシート（車端部 4 箇所） 
ドアよりに 1 人着席（1 人×4 箇所＝4 人）

・ドア付近（4 箇所）及び車端

（2 箇所）の通路部に 1 人乗車 
（1 人×6 箇所＝6 人） 

28 人

注）JR－E231 系図面を参考 
 

直径 1m 
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乗客相互の間隔：2ｍ 

車両タイプ：Ⅰ 【20ｍ車両：ロングシート】 

② 座席は中央に 1 人、立位置は扉前中央とすると、1 車両 18 人 
 

 
 

着席位置 着席客数 立客数 合計

② 

3 つおきに着席 
・7 人掛けロングシート（ドア間 6 箇所）

座席中央に 1 人着席 
（1 人×6 箇所＝6 人） 

・3 人掛けロングシート（車端部 4 箇所）

ドア寄りに 1 人着席 
（1 人×4 箇所＝4 人） 

・ドア付近（4 箇所）及び車端

（2 箇所）の扉前に 1 人乗車 
（1 人×8 箇所＝8 人）・ 

18 人

注）JR－E231 系図面を参考 
 
乗客相互の間隔：2ｍ 

車両タイプ：Ⅱ 【18ｍ車両：ロングシート】 

② 3 つおき着席、短いシートは 1 人、扉前中央に 1 人とすると、1 車両 18 人 
 

 

 

着席位置 着席客数 立客数 合計

② 

3 つおきに着席 
・8 人掛けロングシート（ドア間 4 箇所）

3 席おきに 2 人着席 
（2 人×4 箇所＝8 人） 

・5 人掛けロングシート（車端部 4 箇所）

連結扉寄りに 1 人着席 
（1 人×4 箇所＝4 人） 

・ドア付近（3 箇所）及び車端

（2 箇所）の扉前に 1 人乗車 
（1 人×6 箇所＝6 人） 

18 人

注）東京メトロ 03 系図面を参考 

直径 2m 
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乗客相互の間隔：2ｍ 

車両タイプ：Ⅲ 【20ｍ車両：セミクロスシート】 

 

② 座席は 1 人着席、立席無し、1 車両 16 人 

 
 

着席位置 着席客数 立客数 合計

② 

3 つおきに着席 
・4 人掛けボックスシート（ドア間 6 箇所） 

1 ボックスあたり窓側に 1 人着席 
中央ボックスシートは未使用 
（1 人×4 箇所＝4 人） 

・2 人掛けロングシート（ドア間 12 箇所） 
ドアよりに 1 人着席 
中央ドア間は 1 つおきに使用 
（1 人×8 箇所＝8 人） 

・3 人掛けロングシート（車端部 4 箇所） 
1 人着席（1 人×4 箇所＝4 人） 

・なし 

16 人

注）JR－E231 系図面を参考 
 
 
 
 

直径 2m 
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＜参考＞ 
 その他に、人を円柱として見た場合及び座席配置を考慮しない場合を検討したが、 

① 人からのインフルエンザ発生源が口であること（点と考えられること） 
② 実際の座席配置を考慮した方が現実味があること 

から、対象外とした。 
 
 
＜人を円柱と見なした場合＞ （40 人） 
  ・1ｍ間隔の確保が難しい 

 
 
 
＜座席配置を考慮しない場合＞ （60 人） 

  ・現実味がない 
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２．抑制輸送人員の検討 

１）抑制輸送力の設定 

車両実験による検証を踏まえ、パンデミック時の抑制輸送力を車両別に設定した。 
 
(a) 1m 間隔を確保する場合 

【20ｍ車両】 
1 つおき着席、立位置は扉前とすると、1 車両 40 人 

 
【18ｍ車両】 

（1ｍ間隔） 
1 つおき着席、立位置は扉前とすると、1 車両 34 人 

 

 
(b) 2m 間隔を確保する場合 

【20ｍ車両】 
座席は両端に 1 人、立位置は中央とすると、1 車両 18 人 

 
【18ｍ車両】 

3 つおき着席、短いシートは 1 人、扉前中央に 1 人とすると、1 車両 18 人 

 

直径 1m 

直径 2m 
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２）抑制輸送人員の考え方 

 
抑制輸送人員を算出する際※に、次の 2 段階の計算過程に沿って計算する。 
① 通常時の輸送人員を抑制輸送力まで縮減する割合（縮減率）を用いて計算する。 
② 抑制輸送力を超える利用者について、時差通勤を考慮して輸送できる人員を計算する。 
上記①と②を合計すると、通常の通勤時間帯及び時差通勤を考慮した通勤計画を作成するこ

とができる。 
※運行本数及び車両数については現状と同じ数を用いた。 

 

（1） 輸送人員を抑制輸送力まで縮減する考え方 

輸送人員を抑制輸送力に縮減する割合（縮減率）を求めた。 
 

図表-2.4 ある区間での時間帯別縮減率のイメージ 

 

①縮減率の定義 

■ 輸送人員を抑制輸送力に縮減する割合を縮減率とする。 
■ 縮減率は次式で定義し、路線別・区間別・時間帯別に設定する。 

縮減率＝抑制輸送力／通常時の輸送人員 

抑制輸送力：  乗客間で 1～2ｍの間隔を確保したときの 1 車両の定員を基に輸送可

能な人数（運行本数及び車両数については現状と同じ数を用いた。） 
輸送人員：  通常時の通勤者数（パンデミック時には学校が休校し、不要な外出

は控えることを前提とし、通勤者のみを対象とする。） 
 
②縮減率算定の前提条件 

■ 縮減率を算定する対象路線は、山手線と結節する都心方面への路線及び山手線の内側に

ある路線（地下鉄を含む）とする。 
■ 「新型インフルエンザ対策行動計画（平成 21 年 2 月 17 日改定：新型インフルエンザ及

び鳥インフルエンザに関する関係省庁対策会議）」では、事業者の対応として、社会機能の

維持に関わる事業者は「事業継続計画の策定や従業員への感染防止策の実施などの準備を

積極的に行う」こと、一般の事業者は「不要不急の事業を縮小することが望まれる」とし
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ている。 
しかし、本調査において定義した抑制輸送力による輸送人員は、社会機能維持者と想定さ

れる人数より小さくなり、社会機能維持者を優先して輸送できない状況となる。また、通勤

時において一般の事業者と社会機能維持者を区別することは困難である。よって、ここでは、

社会機能維持に関わる事業者と一般の事業者を区別しない（p.2-23 参照）。 
 
＊本調査では、社会機能維持事業者を事業所企業統計による産業分類の内、次の事業者を

社会機能維持事業者とした。 
  食料品製造業、電気・ガス・熱供給・水道業、通信業、放送業、情報サービス業、イ

ンターネット付随サービス業、運輸業、飲食良品卸売業、医薬品・化粧品等卸売業、

飲食良品小売業、医療業、保険衛生、公務員 
 
③縮減率の使用方法 

■ 対象路線内の複数の区間をまたがって利用する場合の縮減率は、利用区間のうち最も小

さい縮減率を適用する。 
■ 対象路線以外の路線から対象路線に乗り継ぐ場合の縮減率は、対象路線の縮減率を適用

する。 
 

（2） 時差通勤を考慮した抑制輸送人員の考え方 

抑制輸送力を超える人数について、現状の輸送人員が抑制輸送力に満たない時間帯（輸送力

に余裕のある時間帯）に、その余裕の程度に応じて配分する。 

 

図表-2.5 ある区間での時差通勤へのシフトのイメージ 

 

 
■ 抑制輸送力を超える人数を、前後の時間帯に配分する。 
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・配分先は、抑制輸送力が現状の輸送人員を上回る時間帯 
・時差通勤へシフトできる人数は、図表-2.5では A＋B＋C＋D 
・時差通勤へのシフト率 

＝時差通勤へシフトできる人数／抑制輸送力を超える人数 
・配分比率＝ Ａ：Ｂ：Ｃ：Ｄ 
・時差通勤へのシフト率、A～D への配分比率はピーク時の最大輸送区間で設定 

■ 配分する時間帯は、始発から 13 時台まで※とする。 
※13 時台までとした理由は、8 時間勤務を前提にしている。たとえば、13 時台に出社した場合、8 時間勤務をす

ると 21 時台に退社することになる。 

 

（3） 抑制輸送人員の算出 

   （1）と（2）を合算して抑制輸送人員となる。 
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３）抑制輸送人員の算出例 

 
東海道線上り方面の区間（駅間別）時間帯別通勤流動の実態とパンデミック時の輸送力は

図表-2.6のとおりとなっている。 
需要が最も多い 8 時台について区間別縮減率の算出方法を示す 

図表-2.6 東海道線上り方面の時間帯別通勤流動の実態 

6時台 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台
湯河原 真鶴 0 0 182 317 28 0 0 0
真鶴 根府川 0 0 365 602 28 0 228 0
根府川 早川 0 25 365 602 28 0 228 0
早川 小田原 0 25 366 620 28 0 228 0
小田原 鴨宮 0 351 2,330 2,936 207 32 59 0
鴨宮 国府津 0 430 2,371 2,341 254 32 59 0
国府津 二宮 0 813 2,713 2,278 264 32 59 0
二宮 大磯 9 1,541 4,480 2,671 441 142 59 0
大磯 平塚 43 1,845 5,500 2,986 510 142 0 0
平塚 茅ヶ崎 313 4,944 11,640 5,303 1,732 410 81 0
茅ヶ崎 辻堂 517 8,439 19,823 7,179 1,501 518 126 71
辻堂 藤沢 759 12,910 28,132 9,500 2,025 693 243 71
藤沢 大船 1,030 15,537 36,129 11,660 2,229 1,199 575 71
大船 戸塚 1,029 17,251 38,768 11,962 2,286 1,324 657 7
戸塚 横浜 1,118 23,458 49,396 13,490 2,098 1,650 689 93
横浜 川崎 1,296 25,118 57,325 13,528 1,745 642 303 227
川崎 品川 1,524 23,868 57,487 15,002 2,124 624 477 197
品川 新橋 1,098 17,562 40,320 9,091 1,491 594 169 190
新橋 東京 478 11,521 20,144 4,334 633 231 58 91

6時台 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台
パンデミック時 1,982 5,212 10,646 5,215 2,119 2,654 2,654 2,458  

 
（1） 駅間別縮減率 

区間として最小単位の駅間で縮減率を算出する。 
駅間断面の通勤需要をパンデミック時の抑制輸送力（抑制輸送力：1ｍ間隔で 1 車両 40

人、2ｍ間隔で 1 車両 18 人を想定）まで縮減する。 
なお、複数区間にまたがって乗車する場合には、乗車区間内で最大の縮減率（最も値の

小さい縮減率）を適用する。 
図表-2.7 東海道線上り方面の 8時台の通勤流動の実態 
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図表-2.8 東海道線の駅間別縮減率 

パンデミック
時輸送力
（人：B)

駅間縮減率
（B/A)

パンデミック
時輸送力
（人：B)

駅間縮減率
（B/A)

湯河原 真鶴 182 10,646 - 4,791 -
真鶴 根府川 365 10,646 - 4,791 -
根府川 早川 365 10,646 - 4,791 -

湯河原 ～ 二宮 早川 小田原 366 10,646 - 4,791 -
小田原 鴨宮 2,330 10,646 - 4,791 -
鴨宮 国府津 2,371 10,646 - 4,791 -
国府津 二宮 2,713 10,646 - 4,791 -

二宮 ～ 平塚 二宮 大磯 4,480 10,646 - 4,791 -
大磯 平塚 5,500 10,646 - 4,791 87%
平塚 茅ヶ崎 11,640 10,646 91% 4,791 41%

平塚 ～ 藤沢 茅ヶ崎 辻堂 19,823 10,646 54% 4,791 24%
辻堂 藤沢 28,132 10,646 38% 4,791 17%
藤沢 大船 36,129 10,646 29% 4,791 13%

藤沢 ～ 横浜 大船 戸塚 38,768 10,646 27% 4,791 12%
戸塚 横浜 49,396 10,646 22% 4,791 10%

横浜 ～ 川崎 横浜 川崎 57,325 10,646 19% 4,791 8%
川崎 ～ 品川 川崎 品川 57,487 10,646 19% 4,791 8%
品川 ～ 新橋 品川 新橋 40,320 10,646 26% 4,791 12%
新橋 ～ 東京 新橋 東京 20,144 10,646 53% 4,791 24%

1m間隔 2m間隔

駅間需要量
（人：A)

主要駅間 発駅 着駅

 
注）縮減率－は、縮減する必要なし 

 
   注） 今回のパンデミック時の抑制輸送力は、全てロングシートの車両として試算した。 

東海道線にはセミクロスシートの車両が導入されているが、1 編成のセミクロスシ

ート車両は 1 編成 15 車両の場合で 6 両となっている。 
セミクロスシート車両のパンデミック時の抑制輸送力は 1 車両 34 人であり、セミク

ロスシート車両数を考慮した場合、1 編成の抑制輸送力は 564 人となる。 
 
セミクロスシート車両数を考慮した 1 編成抑制輸送力 

＝ 6 両×34 人 ＋ 9 両×40 人 
＝ 564 人 

 
      東海道線の最大駅間需要の川崎～品川間（57,487 人）をセミクロスシートを考慮し

た抑制輸送力（9,588 人＝17 編成×564 人）を用いて縮減率を試算すると、縮減率が

17%となる。 
 

縮減率＝9,588／57,487=17% 
 
全てロングシートの車両として 1 車両 40 人の場合で算出した縮減率の 19%と比較

すると、セミクロスシートを考慮した縮減率との差は 2％であり、ここでは、全てロ

ングシートの車両として算出した。 
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（2） 主要駅間別縮減率 

 
主要駅として、乗降が多い駅、他路線との乗り継ぎターミナル駅を抽出し、その間の縮

減率を算出する。 
主要区間の縮減率としては、当該区間の駅間縮減率の最大縮減率（最も値の小さい縮減

率）を代表する。 
 

図表-2.9 東海道線の主要駅間別縮減率 

パンデミック
時輸送力
（人：B)

駅間縮減率
（B/A)

パンデミック
時輸送力
（人：B)

駅間縮減率
（B/A)

湯河原 真鶴 182 10,646 - 4,791 -
真鶴 根府川 365 10,646 - 4,791 -
根府川 早川 365 10,646 - 4,791 -

湯河原 ～ 二宮 早川 小田原 366 10,646 - 4,791 - -
小田原 鴨宮 2,330 10,646 - - - 4,791 -
鴨宮 国府津 2,371 10,646 - 4,791 -
国府津 二宮 2,713 10,646 - 4,791 -

二宮 ～ 平塚 二宮 大磯 4,480 10,646 - 4,791 - 87% 8/9
大磯 平塚 5,500 10,646 - 4,791 87%
平塚 茅ヶ崎 11,640 10,646 91% 4,791 41%

平塚 ～ 藤沢 茅ヶ崎 辻堂 19,823 10,646 54% 38% 1/3 4,791 24% 17% 1/6
辻堂 藤沢 28,132 10,646 38% 4,791 17%
藤沢 大船 36,129 10,646 29% 4,791 13%

藤沢 ～ 横浜 大船 戸塚 38,768 10,646 27% 22% 1/5 4,791 12% 10% 1/10
戸塚 横浜 49,396 10,646 22% 4,791 10%

横浜 ～ 川崎 横浜 川崎 57,325 10,646 19% 19% 1/5 4,791 8% 8% 1/12
川崎 ～ 品川 川崎 品川 57,487 10,646 19% 19% 1/5 4,791 8% 8% 1/12
品川 ～ 新橋 品川 新橋 40,320 10,646 26% 26% 1/4 4,791 12% 12% 1/8
新橋 ～ 東京 新橋 東京 20,144 10,646 53% 53% 1/2 4,791 24% 24% 1/4

主要駅
縮減率

1m間隔 2m間隔

主要駅
縮減率

駅間需要量
（人：A)

主要駅間 発駅 着駅

 

 
主要区間の縮減率として、分数表示も下図目盛りに対応して示した。 

     

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

縮減率

1/6

1/5

1/4 1/3 2/5 1/2 3/5 3/4 4/5
1/7

1/11
1/15

 

 
「1／3」は、3 人を 1 人に縮減することを示している。 
 
 

通常時  3 人           パンデミック時 1 人 

             

分数表示での色分け 

20％毎の表示での色分け 
（図表 10、図表 11 で使用） 
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３）全路線についての整理 

東海道線と同様に他の路線についても整理した。 
図表-2.10 主要駅間別縮減率（山手線周辺） 

 
 

 

縮
減

率
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図表-2.11 主要駅間別縮減率（広域） 

 

縮減率 



 

2-19 
 

（3） 時差通勤を考慮したシフト率、配分比率 

 
東海道線上り方面の区間（駅間別）時間帯別通勤流動の実態とパンデミック時の輸

送力は図表-2.12及び図表-2.13のとおりとなっている。 
図表-2.12 東海道線の区間別時間帯別輸送人員 

6時台 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台
湯河原 真鶴 0 0 182 317 28 0 0 0
真鶴 根府川 0 0 365 602 28 0 228 0
根府川 早川 0 25 365 602 28 0 228 0
早川 小田原 0 25 366 620 28 0 228 0
小田原 鴨宮 0 351 2,330 2,936 207 32 59 0
鴨宮 国府津 0 430 2,371 2,341 254 32 59 0
国府津 二宮 0 813 2,713 2,278 264 32 59 0
二宮 大磯 9 1,541 4,480 2,671 441 142 59 0
大磯 平塚 43 1,845 5,500 2,986 510 142 0 0
平塚 茅ヶ崎 313 4,944 11,640 5,303 1,732 410 81 0
茅ヶ崎 辻堂 517 8,439 19,823 7,179 1,501 518 126 71
辻堂 藤沢 759 12,910 28,132 9,500 2,025 693 243 71
藤沢 大船 1,030 15,537 36,129 11,660 2,229 1,199 575 71
大船 戸塚 1,029 17,251 38,768 11,962 2,286 1,324 657 7
戸塚 横浜 1,118 23,458 49,396 13,490 2,098 1,650 689 93
横浜 川崎 1,296 25,118 57,325 13,528 1,745 642 303 227
川崎 品川 1,524 23,868 57,487 15,002 2,124 624 477 197
品川 新橋 1,098 17,562 40,320 9,091 1,491 594 169 190
新橋 東京 478 11,521 20,144 4,334 633 231 58 91

6時台 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台
パンデミック時 1,982 5,212 10,646 5,215 2,119 2,654 2,654 2,458  

 
ピーク時の最大輸送区間川崎－品川間に着目して時間帯別の需要量を見ると、7 時台

～10 時台は輸送人員が抑制輸送力を超えており、6 時台、11 時台～13 時台は抑制輸送

力まで余裕があることがわかる。 
図表-2.13 東海道線の時間帯別輸送人員（川崎-品川間） 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

6時台 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台 13時台

(人)

 

抑制輸送力 



 

2-20 
 

 
 抑制輸送力を超える人数を、抑制輸送力が輸送人員を上回る時間帯へ時差通勤によ

りシフトさせる。 
 ここで、時差通勤へのシフト率を「時差通勤へシフトできる人数／抑制輸送力を超

える人数」と定義し、東海道線：川崎－品川区間では、9%（＝6,925／75,290）とな

る。 
 
 また、時差通勤へシフトできる時間への配分比率は、6 時台、11 時台、12 時台、

13 時台の時差通勤へシフトできる人数の比率であり、 
6 時台への配分比率 ＝   458／6,925 ＝ 7% 

  11 時台への配分比率 ＝ 2,030／6,925 ＝ 29% 
  12 時台への配分比率 ＝ 2,177／6,925 ＝ 31% 
  13 時台への配分比率 ＝ 2,261／6,925 ＝ 33% 
となる。 
 

図表-2.14 東海道線の時間帯別抑制輸送力を超える人数と時差通勤へシフトできる人数 

a b a-b>0 c: a-b<0 d c+d

輸送人員 抑制輸送力
抑制輸送力
を超える人
数

時差通勤へ
シフトできる
人数

時差通勤を
しない場合
の輸送人員

時差通勤を
した場合の
輸送人員

6時台 1524 1,982 458 1,524 1,982
7時台 23868 5,212 18,656 5,212 5,212
8時台 57487 10,646 46,841 10,646 10,646
9時台 15002 5,215 9,787 5,215 5,215
10時台 2124 2,119 5 2,119 2,119
11時台 624 2,654 2,030 624 2,654
12時台 477 2,654 2,177 477 2,654
13時台 197 2,458 2,261 197 2,458
合計 101,303 32,938 75,290 6,925 26,013 32,938  

 
   
 

図表-2.14から、東海道線川崎～品川間の 6～13 時台では、時差通勤をしない場合

に縮減率は 26％（26,013 ／ 11,303 = 25.7%）となるが、時差通勤へのシフト

を考慮すると縮減率は 33％（32,938 ／ 101,303 = 32.5%）となる。 
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（4） 路線別区間別時間帯別縮減率、時差通勤へのシフト率、配分比率一覧表 

 

東海道線上り方面の縮減率一覧表を図表-2.15及び図表-2.16に示す。 
 

図表-2.15 東海道線の区間別時間帯別縮減率、時差通勤へのシフト率、配分比率（１ｍ間隔） 

 
 

図表-2.16 東海道線の区間別時間帯別縮減率、時差通勤へのシフト率、配分比率（２ｍ間隔） 
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３．＜参考＞社会機能維持事業者を優先した場合の検討 

  

パンデミック時には、最低限の社会経済活動を維持するために、社会機能維持事業者

を優先して輸送することも想定される。以下、社会機能維持事業者を優先させた場合の

検討を行った。なお、社会機能維持事業者の通勤者数が公表されたデータがないため、

本調査で独自に社会機能維持事業者を想定した。 

 

事業所企業統計の産業分類から、社会機能維持事業者を本調査で独自に想定し、山手

線内の社会機能維持事業者のシェアを推計すると、27.8%となった。 

 

この社会機能維持事業者のシェア 27.8%を用いて、東海道線の 8 時台を例に社会機能

維持事業者を優先させた場合の縮減率を検討した。 

東海道線の 8 時台の駅間需要を社会機能維持事業者のシェア 27.8%を用いて社会機

能維持事業者と一般事業に分ける。 

 

パンデミック時の輸送力（1ｍ間隔）が社会機能維持事業者より小さければ、社会機

能維持事業者を輸送力まで縮減することとなり、その場合、一般事業者が乗車できる余

裕はなくなる。 

 

例：川崎→品川間 

   通常時：社会機能維持事業者 15,981 人 
       一般事業者 41,506 人 
   パンデミック時輸送力 10,646 人 
 

   パンデミック輸送力（10,646 人） ＜ 社会機能維持事業者（15,981 人） 
   であるため、社会機能維持事業者を輸送力まで縮減する必要がある。 

 

    社会機能維持事業者縮減率 ＝ 10,646 人／15,981 人 
                 ＝ 67% 

 

輸送力が全て社会機能維持事業者で埋まるため、一般事業者の余裕はなく、乗車する

ことができない。 

 

東海道線の 8 時台の駅間別縮減率を整理すると、図表-2.17のとおりとなる。 
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図表-2.17 東海道線の社会機能維持事業者を優先した場合の縮減率 

発駅 着駅 
駅間需要量 

（人：A） 

 １ｍ間隔 

社会機能

維持者 

（人：A1）

一般事業者

（人：A2）

 ﾊﾟﾝﾃﾞﾐｯｸ

時輸送力

（人：B）

駅間縮減率

（B/A）

社会機能 

維持者 

縮減率 

（B/A1） 

一般事業者

縮減率 

（（B-A1）

/A2） 

川崎 品川 57,487 15,981 41,506 10,646 19% 67% － 

注）「－」は、B－A1＜0 のため計算できない 

 
以上のように、社会機能維持事業者だけで輸送力を超えてしまうため、本調査におい

ては、社会機能維持事業者を優先して輸送することを前提としないこととした。 
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図表-2.18 業種別山手線内従業者数 

単位：人

全事業者
（業種小分

類別）

社会機能維
持事業者＊

計

全事業者
（業種大分

類別）

社会機能維
持者シェア

Ａ 農業 - 610 610 0.0%
Ｂ 林業 - 199 199 0.0%
Ｃ 漁業 - 22 22 0.0%
Ｄ 鉱業 - 2,418 2,418 0.0%
Ｅ 建設業 - 214,669 214,669 0.0%
Ｆ 製造業 - 408,298 30,746 408,298 7.5%

09 食料品製造業 社会機能 30,746 30,746
10 飲料・たばこ・飼料製造業 - 8,438
11 繊維工業(衣服，その他の繊維製品を除く) - 2,814
12 衣服・その他の繊維製品製造業 - 11,907
13 木材・木製品製造業（家具を除く） - 1,705
14 家具・装備品製造業 - 4,281
15 パルプ・紙・紙加工品製造業 - 8,503
16 印刷・同関連業 - 77,095
17 化学工業 - 62,822
18 石油製品・石炭製品製造業 - 5,041
19 プラスチック製品製造業（別掲を除く） - 10,081
20 ゴム製品製造業 - 5,067
21 なめし革・同製品・毛皮製造業 - 6,127
22 窯業・土石製品製造業 - 7,959
23 鉄鋼業 - 6,641
24 非鉄金属製造業 - 5,785
25 金属製品製造業 - 16,112
26 一般機械器具製造業 - 32,235
27 電気機械器具製造業 - 20,903
28 情報通信機械器具製造業 - 24,828
29 電子部品・デバイス製造業 - 11,699
30 輸送用機械器具製造業 - 15,537
31 精密機械器具製造業 - 13,229
32 その他の製造業 - 18,743

Ｇ 電気・ガス・熱供給・水道業 社会機能 19,566 19,566 19,566 100.0%
Ｈ 情報通信業 - 615,877 474,082 615,877 77.0%

37 通信業 社会機能 58,320 58,320
38 放送業 社会機能 16,139 16,139
39 情報サービス業 社会機能 368,364 368,364
40 インターネット附随サービス業 社会機能 31,259 31,259
41 映像・音声・文字情報制作業 - 141,795

Ｉ 運輸業 社会機能 155,633 155,633 155,633 100.0%
Ｊ 卸売・小売業 - 657,307 121,842 657,307 18.5%

49 各種商品卸売業 - 21,418
50 繊維・衣服等卸売業 - 89,841
51 飲食料品卸売業 社会機能 82,691 82,691
52 建築材料，鉱物・金属材料等卸売業 - 94,811
53 機械器具卸売業 - 222,381
54 その他の卸売業 - 146,165

541 家具・建具・じゅう器等卸売業 - 18,073
542 医薬品・化粧品等卸売業 社会機能 39,151 39,151
54A 代理商，仲立業 - 967
54B 他に分類されないその他の卸売業 - 87,974

Ｊ 卸売・小売業 - 381,307 122,085 381,307 32.0%
55 各種商品小売業 - 34,061
56 織物・衣服・身の回り品小売業 - 71,747
57 飲食料品小売業 社会機能 122,085 122,085
58 自動車・自転車小売業 - 11,476
59 家具・じゅう器・機械器具小売業 - 31,791
60 その他の小売業 - 110,147

Ｋ 金融・保険業 社会機能 274,414 274,414 274,414 100.0%
Ｌ 不動産業 - 155,948 155,948 0.0%
Ｍ 飲食店，宿泊業 - 441,420 441,420 0.0%
Ｎ 医療，福祉 - 180,956 126,901 180,956 70.1%

73 医療業 社会機能 121,879 121,879
74 保健衛生 社会機能 5,022 5,022
75 社会保険・社会福祉・介護事業 - 54,055

Ｏ 教育，学習支援業 - 172,646 172,646 0.0%
Ｐ 複合サービス事業 - 27,143 27,143 0.0%
Ｑ サービス業（他に分類されないもの） - 1,111,460 1,111,460 0.0%
Ｒ 公務（他に分類されないもの）※ 社会機能 143,164 143,164 143,164 100.0%
合計 1,468,433 4,963,057 29.6%
※公務は警視庁43000人と東京消防局18000人の合計61000人が社会機能維持者とした。

山手線内事業者

事業所企業統計による産業分類 社会機能
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４．＜参考＞周辺都市での検討 

 

本調査は、対象エリアを山手線内、対象路線を山手線結節路線としたため、周辺都市

（横浜市、さいたま市等）については検討していない。 

しかし、横浜市やさいたま市など通勤交通がある都市（地方都市も同様）においては、

本調査で行ったように、通勤交通に使われている各路線について同様の計算をし、パン

デミック時の想定を行うことは可能である。 

 

図表-2.19 横浜駅に乗り入れている路線の輸送力、縮減率の例 

（人、％）

７時台

路線 輸送人員 輸送力 輸送力 縮減率
東海道本線（戸塚⇒横浜） 23,458 18,658 5,212 22%
京浜東北・根岸線 18,379 29,279 7,600 41%
横須賀線 23,251 23,910 6,600 28%
京浜急行本線 39,374 31,200 8,160 21%
東横線 12,832 19,760 5,168 40%
横浜市営_あざみ野行き 4,933 10,864 2,856 58%
横浜市営_湘南台行き 11,206 10,864 2,856 25%
相模鉄道本線 60,903 35,100 9,180 15%
みなとみらい線 1,515 19,200 5,440 -
合計 195,851 198,835 53,072 27%

東海道本線（横浜⇒川崎） 25,118 18,658 5,212 21%

（人、％）

８時台

路線 輸送人員 輸送力 輸送力 縮減率
東海道本線（戸塚⇒横浜） 49,396 38,112 10,646 22%
京浜東北・根岸線 10,970 20,033 5,200 47%
横須賀線 16,567 20,722 5,720 35%
京浜急行本線 34,661 29,900 7,820 23%
東横線 12,781 19,760 5,168 40%
横浜市営_あざみ野行き 3,932 10,864 2,856 73%
横浜市営_湘南台行き 9,580 10,088 2,652 28%
相模鉄道本線 49,966 31,200 8,160 16%
みなとみらい線 841 17,280 4,896 -
合計 188,694 197,959 53,118 28%

東海道本線（横浜⇒川崎） 57,325 38,112 10,646 19%

パンデミック時
（1m間隔）

通常時

通常時
パンデミック時

（1m間隔）

 
 

また、複数路線が結節する横浜駅について路線を乗り継ぐ場合を考えると、乗り

継ぐ前後の縮減率の小さい方を適用することとなる。例えば、横浜駅で東海道線に

乗り換えて東京方面へ行く場合、東海道線（横浜→川崎）の縮減率（7 時台 21%、

8 時台 19％）と比較し、小さい方を適用する。図表-2.19 でみると相鉄線以外の路

線はこの縮減率が適用となる。 
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５．＜参考＞バスを利用した通勤流動への対応 

 

現在のバス利用状況は、PT 調査の結果では、通勤時の対象エリアへのバス（都電を

含む）の分担率を OD 別に見ると、対象エリアへ流入するもののうち、23 区内対象エ

リア外からのもので 1.7%、その他 23 区外、近隣圏からのもので 0.1～0.31%となって

いる。 

また、今回のインターネットアンケート調査結果では、バスを使用している割合は 0.8%
であった。 

 
図表-2.20 対象エリアへの発地毎交通機関分担率（PT 調査集計） 

0.2%

0.1%

0.1%

0.1%

0.3%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

神奈川県

埼玉県

千葉県

茨城県

東京23区以外

東京23区内（対象エリア外）

鉄道・地下鉄・モノレール・新交通 路線バス・都電 乗用車・タクシー・ハイヤー

自動２輪車・原付自転車 自転車 徒歩

その他  
 

本調査で検討した鉄道の抑制輸送人員の考え方、算出方法は、バスについても応用可

能である。 
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６．＜参考＞鉄道新線への対応 

 

本調査で用いた鉄道データは平成 17 年度大都市交通センサスである。 
首都圏で平成 17 年度大都市交通センサス以降に開業した路線は次の 3 路線であり、本調

査結果への影響は特にない。 
 

① 地下鉄 13 号線（副都心線） ：平成 20 年 6 月開業 
→ 山手線内での経路選択が変更。 

山手線内への通勤流動には影響なし。 
 

②  日暮里・舎人ライナー    ：平成 20 年 3 月開業 
 → 開業区間が 23 区内。 

西日暮里、日暮里駅へのバスアクセスからの代替交通手段。 
山手線に乗り継ぐ場合は、山手線の縮減率を適用することとなる。 

 
③  横浜市営地下鉄（グリーンライナー）：平成 20 年 3 月開業 

→ 検討対象外の路線 
 

 


